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平成２６年 第３回沼田町議会定例会 会議録 

 

                      平成２６年 ９月１７日（水） 

                      午前 １０時００分  開 会 

１．出席議員 

  議 長 ９番 杉 本 邦 雄 議員    １番 津 川   均 議員 

      ２番 上 野 敏 夫 議員    ３番 高 田   勲 議員 

      ４番 久 保 元 宏 議員    ５番 長 原   誠 議員 

      ６番 鵜 野 範 之 議員    ７番 絵 内 勝 己 議員 

      ８番 中 村 保 夫 議員   １０番 渡 辺 敏 昭 議員 

 

２．欠席議員  なし 

  

３．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名 

  町   長  金 平 嘉 則 君  監 査 委 員  金 子 幸 保 君 

  教育委員長  日 暮 茂 男 君  農業委員会長  山 岡 禎 弘 君  

 

４．町長の委任を受けて出席した説明員 

  副町長      神   憲 彦 君  総務財政課長  栗 中 一 弘 君   

政策推進室長 吉 田 憲 司 君  農業商工課長 横 山   茂 君 

住民生活課長 浅 野 信 行 君  建設課長    中 野 栄 治  君 

保健福祉課長 菅 原 秀 史 君  和風園園長  橋   英 則  君 

旭寿園園長  谷 口   勲  君  会計管理者  黒 田 美 和 君 

    

５．教育委員会委員長の委任を受けて出席した説明員 

  教育長       生 沼 篤 司 君   次  長     篠 原   毅  君 

 

６．職務のため、会議に出席した者の職氏名 

  事務局長     三 浦   剛  君  書  記      吉 田 正 晴   君 
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７．付議案件は次のとおり 

（議件番号）     （件   名） 

会議録署名議員の指名 

会期の決定 

議長の諸般報告 

認定第 １ 号  平成２５年度沼田町一般会計等歳入歳出決算認定について 

認定第 ２ 号  平成２５年度沼田町水道事業会計歳入歳出決算認定について 

        町長の一般行政報告並びに教育長の教育行政報告 

        一般質問 

議案第５３号  沼田町福祉住宅設置条例を廃止する条例について 

議案第５４号  沼田町重度心身障がい者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関  

        する条例の一部を改正する条例について 

議案第５５号  北海道市町村職員退職手当組合を組織する団体の増加及び北海道 

        市町村職員退職手当組合規約の変更について 

議案第５６号  平成２６年度沼田町一般会計補正予算について 

議案第５７号  平成２６年度沼田町水道事業会計補正予算について 

同意第 ２ 号  教育委員会委員の任命について 

陳情第 ８ 号  「給与制度の総合的見直し」に係る意見書提出を求める陳情につ

いて 

陳情第 ９ 号  軽度外傷性脳損傷に関わる周知及び労災認定基準の改正などを求

める陳情について 

陳情第１０号  軽油引取税の課税免除措置の継続を求める意見書提出に関する陳

情について 

陳情第１１号  国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見書採択を求め

る陳情について 

意見案第８号  「給与制度の総合的見直し」に係る意見書（案）について 

意見案第９号  軽度外傷性脳損傷に関わる周知及び労災認定基準の改正などを要

請する意見書（案）について 

意見案第１０号 軽油引取税の課税免除措置の継続を求める意見書（案）について 

意見案第１１号 国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見書（案）につ

いて 

        閉会中の所管事務調査の申し出について 
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開 会  １０時００分 

   

（開 会 宣 言） 

○議長（杉本邦雄議長）おはようございます。皆様ご苦労様です。これより、定例

会を開会する前に一言申し上げます。本日の会議におきましては、軽装のまま議案

審議を行いますことを予め申し添えます。只今の出席議員数は１０人です。定足数

に達していますので、本日を以って召集されました、平成２６年第３回沼田町議会

定例会を開会します。これから本日の会議を開きます。本日の議事日程はお手元に

配布のとおりであります。 

   

（会議録署名議員の指名） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名

議員は、会議規則第１２５条の規定により、７番、絵内議員、８番、中村議員を指

名致します。 

   

（会期の決定） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第２、会期の決定を議題と致します。会期につきまし

ては議会運営委員会で審議されておりますので、議会運営委員長から報告を願いま

す。中村委員長。 

 

（議会運営委員会報告 中村委員長登壇） 

○委員長（中村保夫委員長）おはようございます。議会運営委員会の審査結果を申

し上げます。去る９月９日午後３時から議会運営委員と議長出席のもとに、議会運

営委員会を開催致しました。議会事務局より今定例会の提出議案等の概要について

説明を受けるとともに、議長からの諮問事項を受けたところであります。 

これによりますと、今定例会に提出される案件は、諸般報告１件、決算認定２件、

行政報告２件、一般質問、町長に対して８人８件、教育長、教育委員長に対して２

人２件、更に、一般議案６件の内、条例案２件、規約変更案１件、平成２６年度補

正予算案２件、人事案件１件でありました。この他、議長に提出されました陳情５

件の内、３件を上程すべきものとして取り扱うことで意見の一致を見たところであ

ります。 

以上、付議案件全般について審議致しました結果、今定例会の会期は、本日１７

日から１８日までの２日間とすることで意見の一致をみております。 

以上を申し上げて、議会運営委員会の報告と致します。 

○議長（杉本邦雄議長）委員長の報告が終わりました。お諮り致します。本定例会
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の会期は委員長の報告のとおり本日１７日から１８日までの２日間に致したいと思

います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、会期は本日１７日から１

８日までの２日間に決しました。 

 

（諸 般 報 告） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第３、議長の諸般報告については、前定例会以降の議会

の動静、例月出納検査結果報告書、健全化判断比率報告書、資金不足比率報告書、財

政援助団体監査報告書を提出致しましたのでご覧願います。 

 

（平成２５年度沼田町一般会計等歳入歳出決算認定） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第４、認定第１号。平成２５年度沼田町一般会計等歳

入歳出決算認定についてを議題と致します。本件は、決算特別委員会で審査するこ

とに致したいので簡潔に提案の説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（栗中一弘課長）認定第１号。平成２５年度沼田町一般会計等歳入

歳出決算認定について。地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２５年度

沼田町一般会計等歳入歳出決算を別冊監査委員の意見をつけて、議会の認定に付す

る。平成２６年９月１７日提出、沼田町長名であります。以上でございます。 

○議長（杉本邦雄議長）次に監査委員の決算審査報告を求めます。金子代表監査委

員。 

（金子幸保代表監査委員 登壇） 

○代表監査委員（金子幸保委員）先般、渡邊監査委員と共に実施しました決算審査

について、朗読をもって報告致します。平成２５年度沼田町歳入歳出決算審査意見

書地方自治法第２３３条第２項の規定によって平成２５年度沼田町一般会計及び各

特別会計歳入歳出決算並びに関係帳簿、証書類を審査した結果、その意見は下記の

通りである。 

［以下、議案意見書を朗読。］ 

○議長（杉本邦雄議長）監査委員の報告が終わりました。お諮り致します。只今議

題となっています認定第１号は議長、監査委員を除く、議員８名による決算特別委

員会を設置してその審査を付託し、次期定例会までの閉会中の継続審査に致したい

と思います。更に本特別委員会に地方自治法第９８条第１項の規定による検閲、検

査権を付与致したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は決算特別委員会を
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設置し、これに地方自治法第９８条第１項の規定による検閲、検査権を付与して、

その審査を付託し、次期定例会までの閉会中の継続審査とすることに決しました。 

 

（平成２５年度沼田町水道事業会計歳入歳出決算認定） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第５、認定第２号、平成２５年度沼田町水道事業会計

歳入歳出決算認定についてを議題と致します。本件は決算特別委員会で審査するこ

とに致したいので、簡潔に提案の説明を求めます。建設課長。 

○建設課長（中野栄治課長）認定第２号、平成２５年度沼田町水道事業会計歳入歳

出決算認定について。地方公営企業法第３０条第４項の規定により平成２５年度沼

田町水道事業会計歳入歳出決算を別冊監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。

平成２６年９月１７日提出、町長名でございます。以上でございます。 

○議長（杉本邦雄議長）次に監査委員の決算審査報告を求めます。金子代表監査委

員。 

（金子幸保代表監査委員 登壇） 

○代表監査委員（金子幸保委員）平成２５年度沼田町水道事業会計決算審査意見書。

地方公営企業法第３０条第２項の規定によって、平成２５年度沼田町水道事業会計

の決算並びに関係帳簿、証書類を審査した結果、その意見は下記のとおりである。 

［以下、議案意見書を朗読。］ 

○議長（杉本邦雄議長）監査委員の報告が終わりました。お諮り致します。只今議

題となっています認定第２号は議長、監査委員を除く議員８名による決算特別委員

会を設置してその審査を付託し、次期定例会まで閉会中の継続審査に致したいと思

います。更に本特別委員会に地方自治法第９８条第１項の規定による検閲、検査権

を付与致したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は決算特別委員会を

設置し、これに地方自治法第９８条第１項の規定による検閲、検査権を付与して、

その審査を付託し、次期定例会までの閉会中の継続審査とすることに決しました。 

 

（町長の一般行政報告並びに教育長の教育行政報告） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第６、町長の一般行政報告並びに教育長の教育行政報

告を議題と致します。始めに町長。 

（金平嘉則町長 登壇） 

○町長（金平嘉則町長）おはようございます。平成２６年第３回定例会を招集申し

上げましたところ、ご多用にもかかわらず、全議員の出席を賜りましたことにまず

をもって御礼を申し上げます。では、一般行政報告を申し上げます。 
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（以下、一般行政報告書を朗読） 

○議長（杉本邦雄議長）次に教育長。 

（生沼篤司教育長 登壇） 

○教育長（生沼篤司教育長）おはようございます。続きまして、教育行政報告をさ

せていただきます。 

（以下、教育行政報告書を朗読） 

○議長（杉本邦雄議長）以上で、一般行政報告並びに教育行政報告を終わります。

ここで休憩と致します。なお、午後の開会は１時と致します。 

１０時４１分 休憩 

 

１３時００分 再開 

（一 般 質 問） 

○議長（杉本邦雄議長）再開する前にご出席の傍聴者の方々へ一言申し上げます。

本日、議員並びに理事者、説明員におきましては、軽装のまま議案審議を行います

ことをあらかじめ申し添えます。傍聴者の皆様におかれましても楽な姿勢で議会の

傍聴をいただければと議長よりお伝えいたします。 

 再開致します。日程第７、一般質問を行います。本日は中学３年生の皆さんが見

学に来ておりますので、この際質問を町長、教育長に分けず一括して行います。始

めに８番中村議員。町長に対し防災訓練について質問してください。 

○８番（中村保夫議員）８番中村でございます。久しぶりに１番手質問というよう

なことでちょっと緊張もあり、後ろを見ればあちらの若い人たちが見守っている中

ということで緊張もしておりますけれども、町長には宜しくお願いを致したいとい

う風に思います。 

 さてですね、ここにも書いてありますけれども、８月４日、我々久しぶりにひど

い雨に遭ったなという気が致しております。それで、６３年水害。傍聴に来ておら

れる若い人たちは知る由もございませんけれども、今から２６年前に沼田町で３８

０数ミリという雨が降りまして、その時以来の避難勧告が出ました。まあ大事には

至らず安堵をしておるところでありますけれども、ここ９月に入ってから広島で大

雨が降り、そしてまさか北海道でと思っていたら礼文町でも２名の方々が亡くなら

れました。その方々にはこの場を借りてご冥福をお祈りいたしたいと思います。そ

の後にも、おとといでしたっけ、特別警戒警報っていうようなことが一時は空知地

方全域に出たんですけれども、中空知、南空知ということで北空知はそんなにひど

くはなかった。なかったからよかったんですけれども、それでも町として、やはり

住民に安全啓発意識っていうものは不断にお伝えをしなければならんなという風に

思っておるところでございます。 
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 そこでですね、何点か先にお伺いを致したいという風に思います。数年前からで

すね。地域防災組織を作り上げて、まあ東北の大震災以降の話でありますけれども、

地域防災組織の大事さというものが声高に言われまして、沼田町でも取り組んでい

ると思いますけれども、その組織率というのはどのくらいになっているのか、まず

お答えをいただきたいと思いますし、防災訓練と申しますかね、町長の報告書の中

にも５町内で避難体験と防災講習が行われたという風に書いてありますけれども、

１箇所しか書いていないっていうことは１箇所しかやっていないのかなという風に

実は思わざるを得ないんですけれども、そのようなことで沼田町としての防災訓練

の参加者数っていうのはどれぐらいいるんだろうか、その点についてお伺いを致し

たいと思います。 

 それとですね、もう１点なんですが、去年だったと思うんですけれども、国に呼

応する形での震災復興予算を得るための、国家公務員給与の抑制があって、それに

呼応する形で沼田町でも職員給与を引き下げた。引き下げたっていうのは言葉が悪

いのかな。それで、その財源を使って何をしようかっていう時に、やっぱり防災設

備を整えていかなければならんというような事で話が出まして、その時に、全電源

喪失の時に備えた発電機、それを各集落に配置をしたと、それと含めてですね、コ

ミセンにその発電機から電源を取り込むための設備をしたという経緯がございまし

た。それでたまさかですね、今年東予の方で地域提案型まちづくり事業というやつ

で、実は昔懐かしい半鐘を立ち上げたということがあって、その半鐘を合図に部落

の人が全部集まってきて、それでその発電機の動かし方、あるいは繋ぎ方っていう

ものを検証したんです。総務財政課長にも来ていただきましてそのことをやったん

ですけれども、実は私自身繋ぎ方を知らなかったんですよね。北電の電気との切替

装置も分からない状態でした。それで、他の地区でもこういう発電機を配置をして

いるんですけれども、実際動くかどうか確認したのか、あるいは繋ぎ方を知ってい

る人って、まあ時の行政区長さんは知っているかもしれないけれども、一般の地区

の住民達は知っているのかどうか、その点も含めて、この以上３点について町長か

らの答弁をとりあえずいただきたいという風に思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）答弁の前に、今日議場にお越しの中学生の皆さんどうも大

変ご苦労様でございます。多分、１１月に皆さんとの議会が予定されているという

ことで、是非今日の議会を参考にまた、色んな質問をされることを私も望んでおり

ますので、是非あの中学生らしい発想での質問なり、まちづくりに関する意見など

をお寄せいただければ議会も活発になるんでないかと思いますので宜しくお願いし

たいと思います。楽しみにしております。 

 まずあの、今中村議員の質問でございますけれども、防災の組織率につきまして
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は、現在は２８の町内会中、市内４、南町、旭町東、旭町西、仲町、高穂２の６行

政区となっておりますけれども、組織に何か一定の役割を決めている町内会が一箇

所ありまして、全世帯で計算しますと、今３７．９％の組織率ということでござい

ます。それから、防災訓練の参加者はどれくらいかと言いますと、先程一般行政報

告でもお話しましたけれども、市内５で６０名の参加、それから東１町内会で昨年

の９月に今年じゃありませんけれども組織作りを目指して訓練と消防の防火、防災

講話を実施しておりまして、参加者５０名と、今年にはＡＥＤの講習を行って３０

名の参加、今中村議員が言った、東予で８月１９日に併せて、発電機の試運転と使

用法の説明会を行って参加者が２５名ということで聞いております。それと、昨年

各避難所、集会所じゃございませんで町が指定している避難所に電源とか各防災に

必要なものを購入し避難所に配置をさせていただきました。それで、発電機の稼動

点検はその際、地域住民に試運転に立ち会っていただいて説明を行いましたけれど

も、今年遅ればせながら９月の１１日から１２日にかけて８台の点検を行っており

ます。積極的な動作確認を実施している地域も若干ございますけれども、積極的に

できなかったということは反省しなければいけませんので、これは防災意識を高め

るためにも定期的に地区の方が全員意識するような状況が必要かと思いますので、

今後はその辺は徹底して行っていきたいという風に考えているところでございます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、中村議員。 

○８番（中村保夫議員）組織率が３７．９％っていうのが、高い数字なのか低い数

字なのかっていうのはちょっと即座には答えられないのかもしれません。参加者数

についてもそんなに多いという風には思っておりません。やはりですね、今回の水

害にしても２６年ぶりです。それで、何十年かに１回の水害、忘れてしまうんです

よね、人間ってのはね。その何十年後かにあるかもしれない水害のために今日も何

かやらなきゃならん、明日も何かやらなきゃならんっていうのはなかなか人間とし

て辛いものがあります。 

 そこでですね、まあこんな防災に関わることを遊び心でやっちゃいけんよって言

われるかもしれないけれども、町民体育祭、結構沼田町のたくさんの人が集まって

くる会というとそういうことなんですけれども、そこで防災種目を出来ないか。例

えばですよ、今、急いで満タンなんていうのをやっていますよね。あの一升瓶に水

をジャーっと入れるやつ。あれを例えばバケツリレーで、例えば１ｍ向こうぐらい

に何かこう入れ物を置いて水をかけるんです。水が入るんです。でも、いっぱいに

なるまでに何回もかけなければいけない。それを例えばですよ、１チーム何人出て

もいいけれども、バケツを１０個ぐらい用意しておいてこのバケツ１０個で運べ。

で、真ん中に水槽があってそれで運んでそのバケツがいっぱいになったチームが勝

ちとかね。バケツリレーっていうのは今日びの火災にどれだけ役に立つかっていう
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そういう野暮な質問は抜きにして。そういったこと。 

 あるいは担架リレーって書いているんですけれども、垂木２本とシーツを１枚用

意してあげるからそこで人を運びなさいと、スタートからゴールに向けてリレーで

も何でもいいんですが。それで、例えばそれを運ぼうと思うと１０ｋｇぐらいの女

の子か何かを乗っけてシャーっと走るんだけれども、そうじゃなくてお年寄りを運

んだり身体の動けない人を運ぶのが目的なものですから、６０歳の人を運んだら６

０点あげるんです。８０点の人を運んだら８０点あげるんです。そしたらみんな各

チームは考えて８０歳の人を運ぶんです。落っことして足折ったら困るから足を折

らない程度の人にならざるを得ないんだけれども、そういったですね、だって垂木

２本とシーツ１枚で担架が出来るっていうのは防災をやった人は分かるんだけれど

も、一般の人は分からない。でも、それを町民体育祭のようなものでやっていく。

そういったものを組み入れて防災意識を高めていきたいという風に思っております。 

 もちろん体育指導委員会。まあ教育委員会所管のところにも相談をしなければな

りませんけれども、そういったようなことをし、そしてそこの優勝者にはもうすぐ

期限が切れる非常食。あれは３年に１回ぐらい買い替えていかなければいけない。

それで、そういったものを終わった後でみんなで食べてちょうだいっていって渡し

て、それをローリングしていく。そういったですね、町民体育祭を防災の意識付け

に役に立てないかなという提案をさせていただきたいんですけれども、町長どう思

いますか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）防災については、昨年の２５年１２月にここにいる高田議

員からも質問がございました。実際その後どれだけの訓練なりをしたかっていうの

は、私どもも反省しなければなりませんし、今中村議員が仰るように、改めて集め

るとなると大変ですので何かの人が集まる時にそういうのは本当に素晴らしいアイ

ディアで、本当はもっと早く言っていただければ今年出来たのかもしれませんけれ

ども、是非前向きに検討する価値があるのかと思います。 

 この件につきましては、教育委員会の教育長にも話をしておりますので、種目等

も含めて教育委員会でございますので、教育委員会での検討については教育長から

説明させていただきます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、教育長。 

○教育長（生沼篤司教育長）はい、あの非常に私もこの質問の中身を見せていただ

きまして、こういう考え方もあるなと非常に参考になったところでございます。今、

中村議員が仰ったような競技内容の細かなところがそのまま出来るかどうかちょっ

と色々検討しなければいけない部分もあろうかと思いますけれども、考え方は非常

に宜しいという風に私も思いますので、来年に向けてどんな風にやるか、その細か



 

10 

なところをスポーツ推進委員の方とも色々協議しながら検討してみたいと思ってお

ります。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、中村議員。 

○８番（中村保夫議員）前向きな答弁をいただいたのでこれで私の質問を終わりま

す。以上で、中村議員の防災訓練についての質問を終わります。 

 次に１０番、渡邊議員。教育長に対して、ＩＣＴ授業について質問してください。 

○１０番（渡邊敏昭議員）議長。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、渡邊議員。 

○１０番（渡邊敏昭議員）１０番、渡邊敏昭です。私からはＩＣＴ授業ということ

で、コンピューターとかタブレットなんかを授業に取り入れるという、そういうよ

うなことがＩＣＴ授業っていう風に言われているんですけれども、そのことにつき

まして、教育長の考えをお伺いしたいと思います。 

 冒頭、議長からもお話がありましたように、本来から言えば町長への質問が終了

してから教育長への質問ということになるんでないかなと思いますけれども、中学

生議会に向けての質問ということで先にさせていただけることに、また議運の委員

長を始め、関係皆さん方に感謝申し上げるところでございます。出来るだけ、分か

りやすく質問したいと思いますので宜しくお願いしたいと思います。 

 このＩＣＴ授業の在り方につきましては、２年前の定例会で一度教育長に質問さ

せていただいております。私からはこのＩＴ、その時はまだＩＴという感じで質問

させていただいたんですけれども、ＩＴ授業を取り入れることのメリットと導入機

器がすぐ時代遅れになるんではないかと、それから先生方に指導についてどうする

んだというような質問をさせていただいております。教育長はその時、メリットと

してはまず教育の質のレベルアップが期待できるんだと、それから導入機器につい

てはその時々の色んな進歩の仕方があるのでその時に対応したいんだと、それから

先生方につきましては研修活動なんかに大いに参加してもらったりして、またメー

カーからのデモ機なんかを利用させていただいて、研修の場を広げてもらって対応

したいと。そのような回答だったと思います。そこで、あれからほぼ２年が経って

いる訳で、あの質問の検証も兼ねて、またあの新たな問題も出てきているようです

ので、それらも含めて改めて教育長の考え方をお伺いしたいと思います。 

 まず、この２年間を見ても、先日ニュースになりましたけれども、アップル社が

腕時計型のアイフォンを発表したように、ＩＴ技術の進歩っていうのは非常に、目

覚しいものがあります。同時にＩＣＴ授業用のソフトや取り組み方にも大きな変化

が見られるというように聞いてございます。国は、遅ればせながら全国の小中学校

にＩＣＴ授業が出来る環境整備を少しでも早く進めなさいということで促しており

ますが、何か一説にはアベノミクスの一つでタブレットや電子黒板の増産を行い、
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企業応援を兼ねているんだというような皮肉も言われているところでございます。 

 いずれにしても、日本の義務教育の中でＩＣＴ授業の普及率がまあ日本語が悪い

という訳ではないんですけれども、英語圏の国々から見ると非常に遅れているって

いうのは確かなようでございます。 

 教育長の教育行政報告にも一部ありましたけれども、今回小学校へのタブレット

の３０台の導入がされました。現在、沼田町では授業の中にどのように活用されて

いるのかを改めてお伺いしたいなという風に思います。 

 ２つ目は、前回の質問でも指摘させていただきましたけれども、ＩＣＴ授業を進

める上で、得手、不得手もあろうかとは思いますけれども、ただでさえ昨今のゆと

り教育の方向転換から、時間が足りないという風に言われている中で、先生の学習

だとか授業に使用するソフト作りの時間が追加され、家に持ち帰って作業を進める

など負担が増大されているという風に言われております。最近では、教科の先生の

希望や進度に合わせた専属のソフト開発担当者を学校に置くような、そういうその

先生の負担を減らす学校も出てきているようでございます。沼田町では授業に使用

するソフトをどのようにしているのか、また、先生の教育体制を含めて、現状をお

伺いしたいなと思います。 

 ３つ目は、デジタル先進国と言われている韓国で最近話題になったんですけれど

も、タブレットを使ったＩＣＴ授業は生徒自身が考える思考力を弱め、一時的には

覚えたようにはなるみたいですけれども、授業に対する理解力が下がるという風に

言われるようになっております。そのことでＩＴを使った授業体制そのものを見直

そうじゃないかというような動きがあるようでございます。また、このことは授業

への導入率が日本は１０％以下だ、という風に言われているんですけれども、スマ

ートフォンやタブレットの普及につれて読書の時間が減ったり、自分で辞書を調べ

ることが無くなりつつあるという風に言われております。 

 先進国のそれらへの取り組みに注視する必要があると思うんですけれども、これ

らのことを教育長はどのように考えているのかお伺いしたいと思います。まあ時間

もある程度制限されているようですので、宜しくお願いしたいなと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、教育長。 

○教育長（生沼篤司教育長）ＩＣＴ機器の整備状況でありますけれども、それとこ

れの活用の現状ですか、まずはそこからお話をさせていただきたいと思いますけれ

ども、パソコンそのものについては既にご承知のとおり早くから導入されておりま

して、利用は頻繁にされておるわけでありますけれども、その他のＩＣＴ機器につ

きましては例えば電子黒板ですとか、あるいは実物投影機、それと今回導入しまし

たタブレット端末ですね。こういったものは平成２４年、丁度小学校の整備あるい

は中学校の引越しが終わった直後から順次進めてきているところであります。数的
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には、電子黒板と実物投影機、これについては小学校中学校ともそれぞれのクラス

に全て配備をしております。それと、タブレットについては先程の行政報告の中に

もお話しましたように、最初は５台ずつ小学校、中学校にあったんですけれども、

授業の効率を更に高めていこうと言うことで今回３０台入れさせていただきました。 

 また、タブレットを使うに際して、校内の無線ＬＡＮですか、それが必要なもの

ですから、それも既に整備も終わっておりまして、我が町の小学校中学校において

は大体あるべき環境は整っているという風に私どもとしても認識をしているところ

であります。電子黒板においては、特に小学校なんかでは毎日電子黒板のスイッチ

を入れる係りが決まっているというぐらいですね、日常の学習の中に定着している

ようでありますし、また中学校におきましても小学校とほぼ同様の状況でしっかり

と利用がなされているという風に聞いております。タブレットにつきましても、こ

の７月に導入して以降、丁度夏休みを挟んだということもあったんですが、先生方

は一生懸命校内での研修活動もやってくれておりまして、２学期開始早々これも利

用してくださっている状況でありまして、私も何度かわざわざ行って授業の様子を

見させていただきました。このＩＣＴ機器を使うに際してですね、まあいわゆるソ

フトの開発というか、ソフトの確保が重要になってくる訳でありますけれども、一

番一般的に言われているのがデジタル教科書というやつ、これがありますが中学校

では４科目において既にデジタル教科書が導入されておりまして、一般にこれも使

われているということでございますし、小学校でも私どもが作りました副読本、こ

れは昨年予算をいただきましてデジタル教科書化したところでございます。 

 その他、ソフト的なものに行きますと先生方がそれぞれ工夫しながら独自に開発

しているものもありますし、ネット上で無料でダウンロードして使えるものもかな

り出回っておりますのでそんなものを、あるいは市販というかネット上で購入する

というんですか、そんなものも活用しながら色々それぞれ先生方が工夫しながら使

っていただいているというのが現状でございます。 

 それと、この使う側の先生達のその力量をどうやって高めていくかという話であ

りますけれども、ご承知のようにこのＩＣＴ機器っていうのはいわゆる利用の仕方

が非常に多岐にわたると言いますか、使い方が無限大のような感じである訳であり

まして、まさにその使い方によっては得られる効果というものも色々差が出てくる

という風に私どもは理解しています。まあ先生方の力量というものが非常にこう大

きなポイントになってくる訳でありますけれども、先程新聞を読んでおりました折

にですね、道央のある小学校、これは沼田では当然ありませんけれども、その先生

の話として出ていたものがちょっと目にとまりまして。というのは電子黒板を使う

と従来の授業と組み立てが変わってしまうので非常に準備が大変なんだと、現在そ

の学校にある電子黒板は専ら職員会議用に使われていると、そんな話が出ていまし
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た。実際のところそういった活用の仕方と言いますか、まあ十分に活用されていな

いところもけっこうあるのが実際なんだろうなと思って見た訳でありますけれども、

私どももまずとにかく先生方にこれを使おうという気持ちを持ってもらうところか

ら入って行かなければいけないという風にも思っておりましたし、また、どうやっ

てより効果の上がるような使い方を考えていったらいいのか、それらについても一

生懸命勉強してもらいたいという風に、当初からこの考え方を持っておりました。 

 ですから、この機器の導入前ですね。平成２３年の後半、２４年ぐらいから先生

方にはこのＩＣＴ授業に関しての色々な情報を流したり、あるいは色々な先進事例

に視察に行ってもらったり、また、各種研修会だとかセミナーだとかそういったと

ころにも積極的に参加してもらうようにしてきたところであります。お蔭様で私ど

もの町、小学校、中学校の先生方も非常にそうした研修活動には前向きに対応して

くれまして、ＩＣＴ教育の意義や効果というものも十分認識をしていただきまして、

利用方法についても一生懸命勉強してくださっているところであります。 

 先程も申し上げましたけれども、今回導入したタブレットもですね、物が来るな

り校内での研修を本当に頻繁にやってくれておりまして、それがこの２学期始まっ

て早々の利用にも繋がっているという風に理解しているところであります。 

 ちなみに、今申しあげましたけれども平成２３年から現在までの間に先生方に研

修やっていた回数を私どもの方でも色々メモしてあったものをちょっと引っ張り出

してみたんですけれども、この３年間で都合２０回程視察や独自の研修会をやって

いただいております。今後もこうしたものを更に進めていっていただきますように、

私どもも学校には強く働きかけていきたいという風に思っているところであります。 

 それと、もう一点。タブレットの弊害と言いますか、マイナス面についての対応

でありますけれども、確かにデメリットを指摘する声が一部にあるようであります

けれども、タブレットというのはあくまでも授業の効果を高める為の補強ツールと

言いますか道具である訳でありまして、どんな道具であっても教育のプロでありま

す先生方を超えることには決してならない訳であります。今ほども言いましたよう

にあくまでも先生方がこれをどうやって使おうとするか。そこのところがＩＣＴ教

育の全てだという風に私は理解しております。ご承知のようにタブレットをはじめ

とするＩＣＴ授業というのは子ども達の授業を分かりやすく行えるだとか、あるい

は子ども達の学習意欲を高めるというそういったメリットがあると言われていまし

て、現に毎年行われております全国学力学習状況調査、その結果の分析の中にもで

すね、頻繁にこのＩＣＴ機器を使った学校と全く使わなかった学校を比較してみた

時に、明らかに使った学校の方が良い結果が出ているというそんな分析もあるよう

であります。 

 まあ国の方もこのＩＣＴ授業というものを積極的に推進しようとしている訳であ
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りまして、我々もその流れに沿って、この取り組みはどんどんこれからも進めてい

きたいという風に思っているところであります。ただ、ご指摘のようにこの使い方

によっては、特にタブレット。使い方によってはマイナスに作用するということも

ありうるということでございますから、先生方にはそうした先進事例の悪い面と言

いますかね、そういったところもしっかりと踏まえていただきながら、これからど

うやって使うことが一番効果がある方法なのか、その辺りをしっかり見極めながら

やっていただきたいなという風に思っているところでございます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、渡邊議員。 

○１０番（渡邊敏昭議員）ありがとうございます。質問の内容につきましては、完

全に答えていただいたんでないかなとこのように私は受け止めさせていただいてお

ります。 

 このＩＣＴ授業というのは、先生方の力量というよりはどうやって授業の中に活

用するのか、これに尽きるんでないかなという風に思いますし、若干私も指摘させ

ていただきましたけれども、日本はまだまだこのＩＣＴを授業の中に取り入れる割

合が少ないんだっていうことでございます。英語圏の先進国では授業の中の４０％、

５０％を越すようなＩＣＴを取り込んでいる国もたくさんあるようですけれども、

まだ日本は１０％以下だということで是非あの、せっかく取り組み始めたんですか

ら沼田町はこの前向きなというか町村の一つになっていただきたいなと思います。

授業を分かりやすくするためのツールだという教育長の考えを私も支持したいなと

思いますので、是非強力にお願いしたいなという風に思います。以上でございます。 

○議長（杉本邦雄議長）以上で渡邊議員のＩＣＴ授業について終わります。次に、

２番上野議員。全天候型ドームについて質問してください。 

○２番（上野敏夫議員）２番、上野敏夫です。今中学生が後ろに来ていて、本当に

沼田の宝物だと思っておりますし、子ども達の為にも、町の為にも私は沼田町に全

天候型ドーム、これを建てる事によって、今このように雨が降ったり、雪が降った

り、子ども達でも大人でもそうですけれどもみんな家に閉じこもってしまって、ス

ポーツ、もちろん野球から陸上から色んな活動が沼田町民にとっては出来る場所が

ほとんどないと私は思っております。 

 その中でもドーム型の建物を建てることによって、これを町の中心街に建てて、

これを町の活性化に繋いで町民との交流、今教育長はＩＴという話をしていますけ

れども、私はＩＴは大事ですけれども、やっぱりこう人とのコミュニケーション。

色んな災害が起きたり色んな人が亡くなったり、人生色んな事がある中で、人の命、

人の心っていうのはやっぱり大事ということを忘れちゃいけないと思っております

ので、是非沼田の子ども達にも、赤ちゃんからお年寄りみんながそのドームに集ま

ってコミュニケーションを取りながら「どこどこのばあちゃん、どこどこのお孫さ
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んどうなの」っていう会話を出来る施設、ドームを建てることが町の為にもなると

思います。 

 町長あの色んなことを考えておられるんですけれども、是非私の提案しているド

ーム型の施設。これを是非考えていただきたいんですけれども、町長のお考えをお

伺い致したいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）お答えしたいと思います。以前、今年の１月でしたけれど

も、私の方に参りまして、ドームの話をされた時がございました。直径３５０メー

トルで、建設費が８０億円から２５０億円の話をされていたことがありまして、そ

の話をしているのかなって思って、まあ札幌ドームが４２２億円ですから、今上野

議員が仰ったのはどの規模での話か今の質問では分からないので、私も答えようが

ございませんけれども、秩父別にあるようなものか、妹背牛にあるようなものかそ

の辺を具体化していただかないと、ちょっとお答えできないのかなと思いますけれ

ども、考え方的にはそういったものが沼田町ではあっても不思議ではないかなとい

う話もございますし、過去、冬のスポーツをやりたいとか、それから夏のイベント

とかっていう話がございました。今、行っているまちづくりのワークショップの中

でも計画地に、中学校跡地に欲しい、あったらいいんでないかっていう話もござい

ます。ですから、まず上野議員が考えていらっしゃる、お考えがございましたらお

伺いし、そして今後の色んな論議の中でその論議をすることはやぶさかではないか

なという風に思っております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、上野議員。 

○２番（上野敏夫議員）私あの老人ホームの関係で町長とお話したことがあって、

今回はそのことは一切白紙の状態で質問書をあげたつもりなんですよね。というの

は、近隣町村で隣の町、それぞれの近くの１市４町の中でも結構それなりの施設が

あって、子ども達なり、色んなイベントなり、土間によって色んなスポーツをやっ

たり、色んなイベントをやったり、そこで色んな町民が楽しんで、土間にすること

によって１年中雪国に住んでいる町民が安心して沼田町は良い所だ。土間が一年中

使える。野球もできる、サッカーもできる。そういうことを私は提案しているので、

その勘違いされたのは私の質問書が悪かったのかもしれませんけれども、是非ドー

ムというか箱ものというか、近隣町村にあるような、ああいう背の高い、四角なり

円形のドームが雪には強いような気がしていますし、その辺の大きさについては土

地の関係もありますけど、そのことによって町の中心街に作ることによって地元の

商店がそこにたまに出店したり色んなイベントをやったり、農家の人達の農産物の

直売を何か月に１回かやったり、色んなことで活用できて町民の交流、だから交流

の森みたいな建物を建てたらいいかなと思っていますので、その辺もう一度お考え
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をお聞かせください。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）否定はしません。ただ、今私どもは去年から病院とか介護

福祉施設を建てる話をさせていただいております。やはりこれが最優先課題でござ

いまして、上野議員が仰るような建物を建ててしまうと、そっちが後回しになって

しまいますので、やっぱり町として今一番近々として整備しなければいけないもの

を最優先として考えなければいけないと思っておりますので、全体の中で考えるの

はやぶさかではないっていう考え方でございます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、上野議員。 

○２番（上野敏夫議員）本当に申し訳ない。私が３回も質問させていただいて今ま

でこんな例が無いんですけれども。中学生の皆さんは知らないと思いますけれども、

本当は２回でやめた議員何て誰も居ません。私は２回でやめたことはありますけれ

ども。 

 そんな余談は別にさせていただいて、沼田の町の中心街、まあ町長も色んなこと

で青写真を描いているんですけれども、私は沼田町はやっぱり駅を中心、農協、役

場、銀行、郵便局。色々なものが町の中心街にあることによって、町民が動きやす

いっていうか行動しやすいということによると、町長のこの質問書に書いていませ

んけれども、出来たら場所的な事を私の気持ちの中でこの場で提案させていただき

たいと思います。 

 駅の中通、駅の北中通とか、もしかそれが面積が少なければ、極端な話ですけれ

ども、私の考えの中では駅の北側開発ということも将来考えていくことによって、

ＪＲの線路をアンダーパスにするのもいいけど、踏切に最初はするなり、駅の北側

開発も少し力を入れる時代が来るんでないかなと思っていますので、その辺もちょ

っと頭においていただきたいと思いますのでもしか回答できればいただきたいと思

います。分かりませんか。無理ですか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）話がだんだん大きくなって私も答えようがございませんけ

れども、町が今後どうなっていくかも含めて、私どもが言った病院とか介護施設、

福祉施設を優先させていく中で全体、将来沼田町がそういう利用も含めて、まちの

在り方も含めて検討する中で検討するべきでないかなと思いますけれども、何十億

円も掛かる施設だと思いますので、その辺は慎重にしなければならないと思ってお

ります。 

○議長（杉本邦雄議長）以上で、上野議員の全天候型ドームについて質問を終わり

ます。次に４番、久保議員。雪夏祭は山の中でなく、町の中で行うべきだがと質問

してください。 
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○４番（久保元宏議員）４番久保です。私は雪夏祭の場所の検討を是非町長にお願

いしたいなと思っております。 

 まず、質問を３つ程申し上げまして、それからその質問の説明をさせていただき

ます。まず、１つ。雪夏祭の事前の準備として、行政が雪山センターの街中への移

動や除雪との連携を行いますか。また、その理由は何でしょうか。 

 ２つ目。町長は雪夏祭を五ヶ山の山の中で行うことについてどのように考えてい

ますか。町のリーダーとして、提案ビジョンがあれば紹介してください。 

 ３つ目。町長の利雪の思想、決意、政策、町内外へのＰＲを雪夏祭との関わりで

語ってください。 

 それで、質問の理由でございますが、今日中学生が来ていらっしゃいますが、こ

のような中学生の皆さんのご協力を得まして、中学生全員にアンケートをさせてい

ただきました。議会のご理解もいただき何とかさせていただきました。それでほぼ

全員からアンケートをいただきまして、その中の結果が雪夏祭に行ったことがある

という方が４８人。行ったことがない方が２７人。それで、雪夏祭に中学生で行っ

たことのない方の理由の一番の理由が場所が遠いという方が５２％いらっしゃいま

した。それで、雪夏祭を知らなかったという方が２２％いらっしゃいました。それ

で、雪夏祭の場所はどこがいいかというような質問項目を作ったんですが、その中

で、中学生の方々の中で五ヶ山の今の場所が宜しいのではないかという方は中学生

の中で７人。全体の９％ですね。それで、緑町、元のキョウコンの場所なんですが、

自動車教習所の西の側の部分で、こちらは中学生で５人７％、高穂のスキー場が良

いという方は中学生の中では８人１１％。沼田町民会館の裏、ゲートボール場にな

るところなんですが、そこが良い方は中学生では６人８％。旧中学校のグラウンド

が宜しいという方が３９人でこれは５２％。先程の町民会館の裏が良いという方と

旧中学校のグラウンドが良いという方を合計しますと、全体の６割の沼田中学生が

旧中学校のグラウンドがいいんじゃないか。もしくは、そのゲートボール場の事を

含めば町の中心でやった方がいいのではないかと。それと先程の行ったことのない

という方の理由が５０％以上の方が場所が遠いとか、やっていることが知らなかっ

たという中学生がいらっしゃることを考えれば、目立つところでやる。町の中でや

るということはゆきものがかりの次の世代である中学生達の考え方は、雪夏祭の場

所は再考すべきでないかということがアンケートで読み取れると思います。 

 このことは、私も商工業者の一人なんですが、なかなか夜高あんどんのように雪

夏祭は直接商売に結び付かないと。おみやげを買ってくれる方に結び付かない。地

元のラーメン屋さん、おそば屋さん、焼肉屋さん、飲み屋さんを使ってくれる方に

結び付かない。高速道路で五ヶ山インターチェンジで降りて、そのまま雪夏祭に行

って、沼田町にお金を落とさないでほたる館にすら行かないで、まっすぐまた都会
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に戻ってしまうという方が多いのではないかと、そのような事を考えております。 

 沼田町には色々なイベントがございまして、町長も先日最後のファイナルで大き

な声を出して盛り上げていただいた夜高あんどん。夜高あんどんも町民が夜高あん

どん保存会とか夜高あんどん実行委員会、町民主催のイベントでございまして、そ

れに対して行政が的確な補助金なり、助言なり、そして汗を流していただいて大き

なイベントが成り立っていると思います。それで、この雪夏祭もまさに町民の知恵

と汗と、行政の知恵と汗の結び付きだと思っています。金平町長の基本方針も恐ら

くそこにあると思います。そういう面では、是非雪夏祭に対して一生懸命頑張って

いるゆきものがかりの方を町長の立場でサポートしていただきたいというのが先程

の３つ挙げた質問に結び付くわけです。 

 過去に雪夏祭が５回やっていて、１回目はとむとむ広場なんですが、２，３，４

と今年の５回目は雪山センター、五ヶ山で使っているんですが、なぜこの場所が移

動できないかという議論をゆきものがかりの全体会議に一緒に出席させていただい

て、ゆきものがかりのメンバーの人達と意見交換をしたりとか、個別にスタッフの

方と意見交換もさせていただきました。その中でやはりネックになるのは雪山セン

ターの場所ではないかと、それを皆さん悩んでいました。仮に五ヶ山から高穂スキ

ー場に移動するにしても、それも雪山センターがまずありきのような発想なので、

雪山センターの所有者が、管理者がどなたかというところからこの議論を組み立て

ていかなければなかなか難しいのではないかと。 

 このことを解決することによって、沼田町民にとっては参加者や見学者が増え、

沼田町外の方からすれば飲食店やお土産を利用していただくと。両方の面でプラス

になるのではないかと思っております。 

 では、冒頭の３つの質問に対して町長宜しくお願い致します。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）まずあの、雪山センターの件に関してですけれども、街の

中に移動できないかとか、除雪の連携についてのご質問にお答えさせていただきた

いと思います。 

 沼田式雪山センターはご存じのように、何年でしたかちょっと忘れました。すみ

ません。今の現在地に開設するために色々と地区の方とか、論議がございました。

これは雪山を作ることと雪の排雪の場所を確保するということで、あれは国、当時

の石狩開発建設に作っていただいたものでございます。当時は地区の方とか色んな

方でやっぱり環境影響評価の、溶けた水が用水に流れて農業の春先の温床に撒く水

の温度が低くなるんでないかとか、色々と議論があの北竜地区でございました。色々

と論議の中で、当時最終的に五ヶ山地区に設置したと。これは当時７か所に分散さ

れていた雪の堆積場所を見直して、農地や市街地からある程度離れて、周辺の環境
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の影響が少なく、１箇所に集中することで色々な排雪のトラックの関係とか色んな

関係でやっぱり便利だという関係であそこの場所を選んでいたはずです。これは

色々と議会の中でも論議があったということで、久保議員はその時議員さんでなか

ったのでご存じないかもしれませんけれども、色々と論議があったことであそこに

落ち着いています。 

 なおかつ、あそこは工業団地に近いということで、それから牧場にも近いという

ことで将来的にはあの工業団地に雪の冷気を持っていって、そういった雪を使う企

業を誘致するということであそこに設置したものでございます。 

 こういった経過の中から考えて、それからあと雪捨て場の確保っていうのが難し

い状況の中で、今緑町の昔あったやつは一部キョウコンの跡を今年から使わせてい

ただいてますし、あと雨竜川も使っているということを考えて、今きちっと整備さ

れている五ヶ山の雪山センターにつきましては、今この段階でまたそれを変更して

市街地に移すことは難しいのかなということで私は判断してございます。 

 それで、まあ今後雪のエネルギーの利用が増加するとまた場所も考えなければい

けませんけれども、現状としては今の場所が私はベストでないかなっていう考え方

でございます。 

 それと、次の雪夏祭についてでございます。今回のアンケートの結果、それから

中学生にアンケートを行ったという話をして、議会の話もございましたけれども、

これは基本的に私の聞いている範囲では観光協会の名前でアンケートを配っている

はずです。ですので、現時点で観光協会から、そのアンケートに基づいた考え方と

かそれから今後についてのお話も伺っておりません。そして、この雪夏祭の主催者

であるゆきものがかりも、まだ決算もその報告も私たちはまだいただいておりませ

ん。この時点で私が先にどうするかっていう問題をここで申し上げる状況でないと

いうことをご理解いただければと思っています。 

 ２年ぐらい前に私が丁度就任した時に１度ゆきものがかりの皆さんとお話をさせ

ていただきました。その時もスノーボードと雪合戦の関係もあってなかなか場所が

決められないとか、色々話し合って、当時も多分誰かの質問で街の中にするべきで

ないかっていう、長原議員の質問もございました。ですので、現状としてはこれは

やっぱり時間をかけて今後については、主催者であるゆきものがかりが今年の反省

評価なり方向を出さないうちには、それについて私が町としての考えを申し上げる

時点ではないということをご理解いただければと思います。 

 それで、３番目の質問でございますけれども、町長の利雪の思想、決意、政策、

町内外のＰＲを、雪夏祭の目的は真夏の天然雪を利用して、地域の活性化にすると

いうのが第１の目的でした。たぶんそれも今変わってませんし、私も毎年行ってい

まして、雪を利用して色んな関係者が集まって、あそこで出店を出して色んなもの
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を売っていらっしゃいますし、たくさんの方が集まっている。それで沼田の町の若

い方が一生懸命頑張っている。そんな姿を見るとやはり、場所は別として雪をこう

いった形で利用することが沼田の町の活性化の一つになっているんだという理解は

しております。ただ、これと場所の問題とは別の問題でございまして、私どもの雪

氷エネルギーの取組みについても今後色々な形でＰＲしていく必要があるという風

に思っておりますので、これらの動きについても私は応援していきたいという風な

姿勢は変わらないつもりでございます。以上です。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、久保議員。 

○４番（久保元宏議員）只今の２つ目の質問のお答えで、ゆきものがかりの決算が

まだ出ていないから、そしてアンケートの集計が出ていないからというお話でした

が、先程も申し上げましたけれども、雪夏祭を過去５年間やった中の１回目は２０

１０年８月７日にとむとむ広場でやりましたけれども、この４年間はそっくり金平

町長、金平さんの政権の４年間なんですよね。金平さんが町長になられてから４年

間ずっとこの場所でやられています。確かに今年のゆきものがかりの決算はまだで

す。それでアンケートの集計も形上はまだ終わっていないかもしれません。ただ、

２回目の反省の時に出た問題、３回目の反省の時に出た問題、４回目の反省に出た

問題、それがそれぞれその次の年に全く同じ状況で行われている。ゆきものがかり

の方々は一生懸命準備をされている。私も雪合戦のスタッフの１人として、今日の

社会科の先生も一生懸命朝早くから来て準備していただいて、帰りのお片付けも長

靴もビショビショになるまで私たちと一緒に汗をかきながら中学生とやった記憶も

何年もあります。それをやりながら、やっぱり町の中でやった方がいいよねという

ことを伺います。なぜならその理由はさっき申し上げた２つの理由です。町民の目

の届かないところでやっている。町外から来た人がなかなか町にお金を落とさない。

だったら、その反省を次の年に生かしましょうよというのがそうなんですが、過去

２回目、３回目、４回目の時に町長の中では場所を移動しよう、他のところはない

でしょうかというような疑問は持たなかったのかというのが追加質問の１つ目です。 

 ２つ目は雪山センターの場所が今のところにあるのは工業団地の雪の冷房うんぬ

んと仰っていただきましたが、果たして一生懸命苦労してあの場所に持ってきたけ

れど、工業団地でその後その雪冷房を使う会社がいらっしゃってくれたのか、その

こととこれから場所を移動して町に対してプラスになるようなイベントに雪夏祭を、

雪山センターを利用することが果たして整合性はそっちの方があるんではないかと。

町長の部局の雪の専門の方とも色々議論もさせていただきましたし、意見交換もさ

せてもらいました。雪山センターの場所を移動することの最大の理由は別に山の中

でなければいけないのではなくて、そこにあることによって、雪が町内外に活性化

される、雪が売れる、雪が活用されるということがあればむしろ場所はどこでもい
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い。だとすれば、例えば街の中にあって販売しやすくするとか、西尾商店さんとか、

旭町の住宅のように雪を使った冷房施設を作るようなことをやったらいいのではな

いかと。 

 第５次計画の中にも雪のことは書いております。たった１頁ですが、新エネルギ

ーの活用利用ということで、地域の活性化に結び付けていくということが強く書い

ております。なぜそのことが町長が就任された４年間の中で、雪夏祭２回目、３回

目、４回目の反省が次の年に生かされなかったのか、そして、４回目全く同じこと

をしている時にゆきものがかりの決算が終わっていないから、ないしアンケートの

集計が終わっていないから。アンケートは中学生の方がやってくれたのが８月の下

旬ですよ。それを定例議会でこの質問を私が準備している事をご存じでありながら

そのような事ではいかがなものか。それが２つ目の質問です。２つの答え宜しくお

願い致します。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）お答えにならないかもしれませんけれども、そのアンケー

トが実際は観光協会ですから。議員さんがした訳ではありません。それが基本です

から。だから、観光協会なり、主催者のゆきものがかりがどう考えているかをきち

っとやっぱりその辺の考え方を整理させていただいて、私どもが答えるべきであっ

て、過去の４回についてもあくまでも主催者はその団体ですから、団体の中で色々

と論議なさった結果、そうですから私は立場的にはそういった団体の考え方を尊重

したいという考え方でございます。 

 それから整合性ですけれども、今現状で雪山センターはあそこで広く、例えば企

業誘致等でもそれが知れわたっています。場所については。ですから、そう考える

とそれを今さら場所を変えてとか、それから今あそこにもまだ企業の設置を諦めて

いる訳ではありませんので、今後ともまだ用地がありますから、それらを考えれば

今のままでの整合性を私は取れるんでないかと思っています。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、久保議員。 

○４番（久保元宏議員）ゆきものがかりと私と長原さんが色々意見交換した中で、

彼らも確かに悩んでいます。町長もご存じだと思いますが、例えばこんな意見もで

ました。「補助金をもらっているのでなかなか意見がいいにくい」というような意見

も出ていましたけれども、むしろ補助金をもらっているからこそ一緒に考えるべき

だと私は思います。そういう姿勢で恐らく町長は町長をされていると思います。で

すから、雪山センターを移動することの可能性を準備できるのは沼田町民の中で町

長だけだと僕は思うんですよね。そのことを考えれば、同じ費用対効果であの雪山

センターを準備する。そして、同じ費用対効果でゆきものがかりの方々があそこで

汗を流す。同じ費用対効果で中学生の方々が雪合戦なりを準備して一緒にプレイを
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する。 

 そのような苦労をされるのであれば、場所を移動してなるべく町民の足元で同じ

ことをやった方が宜しいのではないか。これをもしするのであれば、先程の町長の

アンケートの結果とゆきものがかりの総会うんぬんと仰りましたが、それが終わっ

た後、雪山センターを移動するようなことを含めた議論の場をゆきものがかりの方

と持つのでしょうかということと、あともう一つそれとは別として、町長が街の中

の、山崎亮さんの言葉で言えばコミュニティデザインっていうんですか。そのコミ

ュニティデザインをするというような発想で雪山センターを街の中に持ってくるこ

とによって、沼田町が雪の町であるということをアピールするというような考えを

お持ちであるのか無いのか。その２つを最後に伺います。宜しくお願いします。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）何回も言いますけれども、雪山センターはあの場所で私は

変えるつもりはございません。ですから、別に例えば街の中でするんだったら、別

の雪山を作ればいいだけの話で、例えばでそれをどうするかは別にしてですよ。そ

ういった考えで、私どもはそれなりの目的であそこに雪山センターを設置している

訳ですから、それを今さら、これは総合計画の中にもうたっていますので、これを

論議をして変えるつもりはございません。 

 ゆきものがかりの件についても、多分この質問を受けてゆきものがかりの中でも

色々と論議はしていると思います。ですから、今後ゆきものがかり、それから観光

協会も含めた中で論議が活発化されて、また来年に向けて例えばこれをどうするか

っていう問題は、来年度の予算編成にも関わってきますので、その中で論議されて

一定の方向が出されるんでないかと思っています。それを私は十分に関係者と論議

をして意見もそこの中で述べたいという風に思っております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、以上で久保議員の雪夏祭は山の中でなく、町の中で

行うべきだがの質問を終了いたします。次に５番、長原議員。真夏のイベント雪夏

祭を町の中でを質問してください。 

○５番（長原誠議員）５番、長原誠であります。私も前段の久保議員と同様の質問

になるかとは思いますけれども、雪夏祭についてですが、これは私が議員になる前

からとむとも広場で第１回が行われた当時から見させていただいております。非常

にこの沼田、輝け雪の町、利雪の町、沼田町をアピールする上では本当に素晴らし

いイベントだという風に感じております。 

 しかしながら、５回目を迎えましたけれども、当初は２日間でやっていたものが、

段々、最近は１日の開催ということで非常に寂しく思っております。色々な問題は

あると思いますけれども、やはり色々な方に聞きますと財源の問題が避けて通れな

いのかなと考えております。当初は確か補助率も３分の２だったのが、２分の１に
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なり、段々事業費も小さくなったのかなという風に考えております。私は久保議員

と若干違うのが、雪山センターうんぬんというそこまで壮大な気持ちは私は持って

おりませんでした。この件につきましては。やはり一昨年くらいから冬の期間豪雪

で雪の仮置き場ということで中学校の跡地ですとか、キョウコンの跡地ですとか、

そういったところに雪山を堆積して、冬はイベントもやったりしていますけれども、

何とかその雪を活用することでわざわざ雪山センターから雪を持ってくるコストも

削減されますし、せっかくのその雪をすぐ終わった後、重機で壊すんじゃなくて、

夏まで管理をしていただいてそういったものを活用することでコストの低減につな

がるし、地域の住民にもそういったイベントにも多く参加していただける、そうい

った関係から私はこの質問させていただいております。 

 もちろん、この雪夏祭というのは商工会の皆さんと共に職種を越えた若者の集ま

りでありますゆきものがかりが中心となって運営しております。その活動を少しで

も町の中で見ていただくことがやはり意義があるんでないか。せっかく休日返上で

大きなイベントをやっていただける若い人たちがあの場所ではなかなか町民皆さん

が行って見るということにはならないんです。実際私も行っていますけれども、や

はり町外の方、特に年配の方はなかなか行っていないのかなと。街の中でやればも

う少しお孫さんを連れて遊びに行く年配の方もいるんでないかなと。それをするこ

とによって商工振興にもなるんでないかな。そういう風な発想をしながらこういう

質問をさせていただいております。 

 当初からこの話をした時から、やはり財源の問題ですとか、環境の問題ですとか、

管理の問題ですとか、大変色んな問題があるという風に聞いている訳でありますけ

れども、出来れば本当に街の中でこういったものをやることが、雪の町沼田をアピ

ールするうえでは大変大事な事ではないのかなと考えておりまして、あと私もわず

かな任期でありますけれども、このことだけは一般質問したいと常に思っておりま

して、今回させていただいたところであります。改めまして、街の中でこういった

ものをやることに対して、町長はどのように考えているかお伺いしたいと思います。

宜しくお願い致します。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）イベント自体は私も否定しておりませんので、それはもち

ろん良い事だと思います。ただ、さっきも久保議員にお話ししましたように、本当

に街の中でやる、あそこでやる色々なメリット、デメリットがあるし色々な課題も

あると思います。これはきちっと整理をして、２人の議員さんがそう質問なさって、

色々と前段にゆきものがかりと話をしているようでございますから、これは街全体

の活性化も含めた中で、関係者が集まってこれは論議をして、もちろん財源の問題

もありますから、色々な面で総合的に検討をする必要があるかなと思います。 
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 ただ、これは主催者がゆきものがかりですので、そこら辺の考えも含めて、この

後たぶん農繁期が終われば、そんな場が設けられると思いますので、その時に我々

も、もし行政も入って、という風になれば私どもも色々と相談の協議の場には参加

して論議をしたいという風に思っております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、長原議員。 

○５番（長原誠議員）前向きな意見としては理解させていただきますけれども、冒

頭言いましたように、２日間でやっていたイベントをこれだけの大きな予算を掛け

ながら、１日で終わってしまうというのは本当に私は残念という気がします。この

後、その雪山を解体してしまうのではなくて、小さな小山にしてちょうど夏休みに

向かいますから、雪の公園化とかそういう風にしてもっと活用できないか。あるい

は、近くに農産物の施設を作り、雪中の農産物を、雪中米だけでなく、色々な農産

物もそこで同時に貯蔵していただいて、町内の食堂ですとか、ほたる館ですとか、

給食センターですとかそういうところに納入できる、そういうシステムにすること

によって、もう少しそれらの物に対して予算を掛けられるんでないか。そんな風に

考えておりますけれども、そういった将来に向けての方向も可能ではないかという

気はするんですけれども、町長いかがでしょうか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）可能性は多分たくさんあると思います。それは否定しませ

んし、そういった利用は町としてもやらなければいけないというのは理解していま

す。ただ、これはやっぱりコストの問題と色んなことを総合的に考えて、お金がた

くさん、何でもあるんだったら、第１回は国の補助金がございましたから十分にで

きましたけれども、今は全部単費でございますので、今年で１５０万円の予算です。

それが本当に１５０万円がいいのかどうかも含めて、例えば夜高あんどんには町か

ら５５０万円ですから。その辺のこともトータル的に、それは駄目という意味では

無くてですね。町全体の観光振興、地域振興も含めて論議するべきかなと思います

し、論議の中に両議員さんも何かの形で入っていただくことも是非またお二人の方

でお話しをしていただければと思っております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、長原議員。 

○５番（長原誠議員）私は、久保議員の言われた中学校跡地ということは言いませ

ん。あえて。やはり今コンパクトエコタウンの関係がありますから、早急にという

ことは申し上げませんけれども、将来に向けてはそういう考え方でこの雪夏祭を何

とか継続的にやっていただきたい。予算を掛けないでもやる方法はあるはずです。

やっていただきたい。そんな風に思っておりますし、今、本当にコンパクトエコタ

ウンの関係で莫大な予算を使うと思います。そんな関係で難しいというような気は

しますけれども、将来を担うリーダー、さらに若者の集まりであるゆきものがかり
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の皆さんがこうやって一生懸命やっている姿を見ると、何とか近くで、市街地の中

でやっていただけないのかなと、そういう純粋な気持ちで一般質問させていただき

ました。今後とも検討宜しくお願いします。以上で終わります。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、意見で宜しいですね。以上で長原議員の真夏のイベ

ント雪夏祭を町中でを終了いたします。ここで暫時休憩を１０分間致します。 

 

１４時０６分 休憩 

 

１４時１７分 再開 

 

○議長（杉本邦雄議長）再開致します。６番鵜野議員。希望の持てる農業政策につ

いて質問してください。 

○６番（鵜野範之議員）はい、議長。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、鵜野議員。 

○６番（鵜野範之議員）私の方から農業政策について色々と質問させていただきた

いなという風に思っております。今年も水稲については先程のご挨拶にもありまし

たけれども、豊作傾向ということで、４年連続のいい秋を迎えられるのかなと思っ

ております。ただあの、米価というと昨年に比べて１，５００円から２，５００円

安く、近年で最も安かった１０年産なんですけれども、それを更に１，０００円下

回ったということで、過去最低水準の米価の中で今農家の方は推移しているという

ことで、非常に厳しい情勢にあります。 

 それで、今回の質問なんですけれども、希望の持てる農業政策ということで、町

長が３年前にこのように公約というか私の決意ということで、この下は町長の後援

会。無いということは入会したということですので宜しくお願いしたいなと思いま

すけれども、この中の決意に希望の持てる農業政策の確立ということで町民に約束

をして当選されたということの経過なのかなという風に思っております。そのこと

につきまして今回質問させていただきたいなという風に思います。農水で出してい

る農林関係のセンサスの中で、２５年度の資料を基にお話させていだだきたいんで

すけれども、特に日本全体というよりは北海道の数字を扱って、北海道は専業農家

が多いのでその対比で比べながら、今の農業情勢はどういう風になっているのかと

いうことで質問させていただきたいと思います。 

 そのセンサスによりますと、昭和４０年。それで今のこの資料なんですけれども、

最新のもので平成２２年なんですけれども、この５０年間で農家戸数がどのくらい

減ったかと言いますと、北海道では１９９，０００戸から４４，０００戸。２５％

になってしまっている。それで、空知では３０，２００戸から９，１００戸、３０％
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という風になっております。更には、農家戸数の動向予想によると、北海道ではこ

の４４，０００戸、販売農家なんですけれども、２０２０年には３５，０００戸、

２０２５年には２６，０００戸まで減少するということが予想されています。それ

で、これをまた空知の中で考えますと、７，６００戸から４，０００戸となり、お

おかた５２％。半分になっていくよということが想定されるのかなという風に思っ

てございます。 

 これについては、沼田町においてもそんなに変わらない数字になるのかなという

風に思っておりますし、全道の中の数字を見ますと、特に稲作地帯が落ち込みがひ

どいと。結局は後継者が無くなってくるんだという状況なんですよね。その後継者

で見ますと販売農家戸数の中の同居後継者数はこの４４，０００戸の内どれくらい

いるのかということなんですけれども、この戸数というのは将来の農家戸数に繋が

っていくのかなという風に思うんですけれども、これが１０，６８０戸となり２５％

しかいない。それで、空知の中でも７，９８０戸の内、その同居後継者はと言いま

すと１，６２０戸で２０％ということで想定されているという風にその資料から出

ている訳なんですけれども、沼田町においてはどういう風な数字になるのかちょっ

と分からないんですけれども、例えば６０歳以上の経営者、６０歳、５０歳の経営

者の中で同居している後継者が何人いるのかな。その同居している後継者がゆくゆ

くはその後継をしていくのかなということで、それが沼田の農業戸数になっていく

んだと思います。現在では概ね１５０戸程ある訳ですけれども、それが半分になる

のか３分の１になるのか。 

 この数字から行くと３分の１になってしまう訳なんですけれども、そういった中

で私たちの町については、一次産業を基幹産業として成り立っている町ですので、

なるべくやっぱり農業の衰退はさせたくないですし、人口も減らしたくない。だけ

れども裏を返すと農業人口が居なくなるから大規模経営が出来るという色々な面が

出てくる訳なんですけれども、そういったことを含めながら、町長は今回希望の持

てる農業政策の確立ということでこの３年半やってきた訳なんですけれども、これ

についてどのように今まで取り進めてきたのかなと言うことをまず１点お伺いした

いのと、今後こういった内容の中で農業をどういう風に進めていくべきなのかとい

うことについて、お伺いしたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）今鵜野議員が言ったことは本当に深刻な状況でございまし

て、今６５歳以上で沼田町で後継者の居ない方が５０戸で面積は１，０００ｈａぐ

らいあるという風に聞いております。ですから、今後それをどうするかっていう問

題は本当に近々の課題でございまして、今この３年間、４年間の中で農業情勢も大

きく変わって、今一番問題になっているのがその生産調整が５年後に廃止になると
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いうことになって、米も消費が落ちて、今何十万ｔも米が余る。このまま豊作だと

それに上乗せして米が余って、今日の新聞を見ているとまた米価がどんどん下がっ

ていくという状況になって、それとまた、現在ＴＰＰの問題も、これもここ２，３

年ぐらいの間に出てきたという状況で本当にこの４，５年の中で本当に色んなこと

が農業の中では起きているということで、それに対して状況は混沌として、どう手

を打っていいか分からない状況だっていう風に私は思っています。 

 だからといって、手をこまねいてはおられませんので出来る事を少しずつやって

いきたいなと思っておりました。その中でも、やっぱり将来的な農業政策を総合的

に推進したいということで、道から職員を招聘して、２５年度に農業総合対策室を

設置して、今将来の農業ビジョンの在り方について一昨年から新しい沼田農業を考

える町民会議を開いて、多分鵜野議員も知っていらっしゃると思いますけれども、

色んな意見を聞いて、でもこの意見の中でも生産者の中でも色々と意見が分かれて

おります。今の飼料米もどうするかっていう問題についても農協と農家の方の論議

もまだ十分になされておりませんし、多分この秋以降、その５年後に向かって色々

と論議がなされていくと思います。それはＪＡをどうするかっていう問題もありま

すし、ＪＡそれから農家の存続が私どもの町の存続に即つながるということですの

で、これらについてもやはりＪＡなり農業者と協力して、必要な施策は先手を打っ

ていかなければいけないと思いますけれども、基本的にそんな論議を重ねていって、

なるべく早い期間に方向性を出せればなと、今思っているところでございます。 

 その為には、一番問題なのは所得が、農家の米価が下がれば一戸あたりこのまま

で行くと何百万円も来年の所得が減るというのは目に見えている状況でございます。

それで、町全体としても相当な額が来年度においては農家の所得が減るということ

になれば私どもの税収にも影響をしてくるということになると、色んな面でその弊

害が起きてくるということでございますから、来年度以降どうやって町の会計を財

政を維持していくのかというのが大きな問題でございますので、これを私どもでな

くて、やっぱり皆さんと共に色んな論議をしていって、沼田町ならではの他の町よ

り早めの色んな取り組みが必要かなという風に思っております。 

 そんなことで今検討しておりますけれども、やはり農業所得の確保とか、それか

ら農業者の配偶者対策も一昨年から色々と取り組んでおりまして、まだ何組かの成

果は出てきておりませんけれども、農業後継者、でもここ１年、農家の後継者の方

でも農家に戻ってくる方がおります。それは大変嬉しいことで、それから農家の後

継者で結婚された方も毎年１組か２組いるっていうことは、私どもの町はそれなり

の希望が持てるんでないかなという思いでございます。ただ、将来的にそれが確保

されるかと言う問題は大変厳しい状況でございますので、その辺で配偶者対策とか

担い手の対策、それから今行っております。３件の新規就農の方が来年以降順次独
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立されるということになれば、それを基本にその拡大も、やはり今まで取り組んで

いなかった新規就農の対策も充実していけるんでないかなと思っております。とり

あえず４月以降独立される方についても、今きちんと指導している状況でございま

すので、その辺も見据えた中で、何とか沼田の基幹産業である農業を守るような方

向は行政としてもきちんと何をおいても、色々やることはあるんですけれども、こ

れは基本としてやっていかないと沼田の存続が危ぶまれるという状況で私も認識し

ておりますので、その辺についてもまた取り組む必要がある課題かなと認識してお

ります。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、鵜野議員。 

○６番（鵜野範之議員）私の質問はこの３年間でどういう政策をしてきたのかとい

うところだったんですけれども、なかなかちょっと質問の内容と答弁が食い違って

きているような気がするんですけれども、やってくれていることは十分分かるんで

すけれども。 

 それで、更に言いますと、先程続けて話しをすればよかったんですけれども、こ

れを耕地面積で考えた時に、現在は北海道で１戸平均２２．５ｈａなんですよね。

それで、空知では１２．５ｈａ。まあ沼田町では１９ｈａ、２０ｈａぐらいの耕作

面積なんですけれども、これを先程の同居後継者戸数で考えた時には、その時に北

海道では１０７．７ｈａ。その後継者が経営しなくちゃならない面積。それで空知

では７０．５ｈａが平均で持たなければならない面積だと推定されています。それ

で、この面積を１０年後、２０年後考えた時、またこの地域でそれをやっていかな

ければいけないとなった時に、この面積が営農可能な面積なのかということも含め

ながら、今後自分達の町の農業施策って考えて行かなければ、なかなか目先だけの

農業政策をしていくと、そうでないっていう部分というのがここで数字ではっきり

している訳なんですよね。 

 そこで先程、なかなか質問の内容がどうも返ってきませんでしたので、もう一度

質問させていただきますけれども、町長はこの希望の持てる農業政策をするにあた

って、農業後継者が減少している要因というのは何なのかということをまず追加で

お伺いしたいのと、これが具体的に対策を打つことによって、こういったことが全

部解決されるんだろうなという風に考えています。 

 それともう１点。そういった面積を自分達の経営面積でやっていかなければいけ

ないという、まあ７０ｈａになるのか３０ｈａになるのか分かりませんけれども、

こういった現状の中で一戸面積が大きくなっていくというのは間違いなく進む方向

ですし、更に今農業経営も高齢化しています。本当は６５歳でやめなければいけな

い農業者もいるんですけれども、何となく、何となくではないですね。何とか７０

歳、７５歳。まあ絵内議員さんも一生懸命やってもらっているんですけれども、そ
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ういった中で沼田農協を守っていく上で、面積もある、高齢者にもやってもらいた

い、独身者にもやってもらいたい。だけど、その面積を大面積でやっていかなけれ

ばいけないってなっていくと、労働力の確保ということも一つ考えていかなければ

ならないのかな。そのことによってある程度そういった面積もこなしていけるし、

高齢化した人達がまた長く継続していけるのかなっていう風にも考えております。 

 こういったことが、来年に向けて何とかそういった施策の中でならないのかなと

いう風に考えておりますのでこの２点についてお伺いします。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）確かに農業後継者が減少している一方、先程言ったように

今年も２、３人の方が現に農家に戻ってきているのはご存知かと思います。実際そ

うやって農家を始めた方もいらっしゃいます。ですから、そこでやっぱり色々家庭

の事情、家の事情もありますけれども、原因としては所得の問題が不安定いうか将

来の見通しが立たない。きちっと２０年後、３０年後ちゃんと営農が出来て、ちゃ

んとした収入が得られるかという不安も多分あると思いますし、それぞれ色んな原

因を抱えている課と思います。 

 でも、農業、米は特にそうですけれども、私どももきちんと守っていかなければ

いけないので、その辺農家の後継者を含めて収入が安定してできる方法は考えなけ

ればいけないと思っております。そういう意味でこれは直接的な回答にはなりませ

んけれども、例えば今年建てた農産加工場についても新しく若い人がトマトを作っ

ていただいております。ですからそういった、水稲以外のことで収入を得ることも

私どもは考えていかなければいけないなという風に思っております。 

 それで、６５歳以上、７５歳でも農業をやっていただくのは、問題は一番春先の

作業かなと思います。今その段階で民間の派遣会社に頼んでいるのを私も知ってお

ります。ですから、一時的な労働力を確保することをどうしたらいいかっていう問

題は人材派遣も段々人が減っていく中で、多分その受入も難しいのかなという気が

しております。ですから、その辺の春作業をどうやって軽減するかも含めて、これ

は抜本的なこれっていうのはなかなか出てきませんけれども、その辺の問題をやっ

て少しでも長く元気な方には農業をやっていただく方法も考えなければいけないな

という風に考えております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、鵜野議員。 

○６番（鵜野範之議員）３回目ですので、どういう風にまとめようかなと思ってい

るんですけれども、まずあの、後継者の減少については町長のお話の中で所得政策

が必要なんだっていう風にお答えいただいたのかなという風に思っているんですけ

れども、北海道の農業が成り立たなかったら、日本の農業は成り立たないと思って

いますし、稲作地帯の沼田町の農業が成り立っていかないと稲作地帯って成り立っ
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ていかないのかなと思っております。それが、相反したことかもしれませんけれど

も、それが例えば沼田町の農家戸数が３０戸になった時に、経営は成り立っていく

のかもしれない。ただ、その時に地域がなりたっていくのか、そこの地域の農業全

体が成り立っていくのか、経営とそこの農業っていうのが、非常に相反した難しい

部分があるのかなという風に感じておりますし、そういったことも含めながら再度

農業をどうしていかなければいけないか町長のお考えをお伺いしたいのと、それか

ら、労働力の確保ということにつきましては、私どもももう１０年ぐらい前から人

材派遣センターを使いながら、一時人を入れながら春作業をやったり秋作業をやっ

たりしていたんですけれども、ここ２、３年非常にそういった部分で、まあ３年前

の部分から人が確保されない状況の中で春作業をしている。まあ自分達は会社経営

ですので、ある程度の人を確保しているんですけれども、今まで個人経営でそうい

ったところを頼んでいた人達が頼んでても来てくれないと。今まで例えば時給１，

３５０円払っていたものが、１，７００円払わなかったらその時期行けないよと、

それに残業手当てを入れたら２千何ぼで、それでも来てくれない状況にあります。 

 そういったことも含めながら何か対策を取れないのかなと。まあ稲作地帯ではな

いんですけれども、畑作地帯、美瑛だとか富良野だとかっていうのはもう何年も、

１０何年も、２０年ぐらい前からそういったことで一時のそういう労働力を確保す

るシステムを作りながら農業を盛んにしているような状況を聞いております。何と

かそういった部分を含めながら、来年の政策に取り入れていただきたいなという風

に思っておりますので、この２点についてご答弁いただいて終わりたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）農業で所得を上げる、きちっとした所得がある。それかあ

とコストが掛からないか。例えば生活がしやすいとかですね。今若い人達が戻って

きても住宅の問題とかがあって、なかなか住むところがないっていう話も聞いてお

ります。ですから、そういったまず、生活環境なりをきちっと整える必要があるか

なと思って、来年度以降その住宅の住むところも含めて、やはり沼田で安心して暮

らして、子育てが出来ると言う環境もある面では必要かなという風に思っておりま

す。 

 そういうことをすることによって、沼田で子育てして、それから将来住んで行こ

うという一つのきっかけになるかなと思っておりまして、その辺の住宅政策も含め

て、いかに沼田でコストが掛からないで暮らせるかも一つの施策も必要かなという

風に思っております。 

 それで、労働力の確保につきましても、これは段々人口が減っていく中で、本当

にスポット的に単発にそこが来れるかどうかっていう問題はあると思います。です

から、色んな方法があって、例えば、可能かどうかは分かりませんけれども、外国
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人労働者を招くとかですね、海岸沿いではやっているところもあります。まあそん

な方法も、外国人労働、何か制度ありますよね。それも一つかなと思っていますし、

あと本当に短期的に作業をみんなで共同化するか集団化するか、たぶん色んな方法

はあると思いますけれども、これは農業関係者なり、色々と論議する中で是非その

辺を解決して沼田農業を守っていきたいなという風に思っております。 

○議長（杉本邦雄議長）以上で鵜野議員の希望の持てる農業政策についてを終わり

ます。 

 次に、７番絵内議員。除雪費の助成について質問してください。 

○７番（絵内勝己議員）議長。 

○議長（杉本邦雄議長）絵内議員。 

○７番（絵内勝己議員）７番、絵内です。除雪費の助成についてと題して、質問さ

せていただきたいと思います。 

 沼田町も人口３，３７０台というそんな状況の中、６５歳以上のパーセンテージ

も３８．８％。もうまもなく４０％になろうとしている、非常に高齢者の多くなっ

てきた、そんな町村の一つであります。そういった中、沼田町にも高齢者の皆さん

方に近隣町村には決して負けない。また、それ以上に私はそれぞれ助成やら色々な

面において援助していただいているものとそんな風に確信をしております。 

 そういった中でですね、その中の１つとして高齢者の皆さんの中にそれぞれ除雪

費の助成について、今沼田町でも色々と援助をしている面がございます。ただ、そ

れには何でもかんでも一律高齢者の皆さん方に除雪費を援助するという形にはなら

ないのは当然であります。ただ、それにはそれぞれのハードルがあります。町で決

めたそれに該当しないと、除雪費用の援助をもらうことにはなりませんよというそ

ういったことであります。そういったことで、中には子ども達と共に生活している

世帯も実際にはある訳ですけれども、そういった世帯の中で、子どもさん方がある

程度収入があって、親達と共に生活していけるだけの収入であればいいんですけれ

ども、その子ども達の夫婦の収入が少ないためにおじいちゃんやおばあちゃんがそ

の配偶者にもなっていない。そんな世帯も中にはいらっしゃるのは事実であります。

そういった人が、例えば町に私は高齢者だからその除雪費の援助の手続きにお邪魔

したことがあるそうですけれども、それには子どもさんと一緒に生活しているので、

その該当にはなりませんということで、それを引き受けてもらうことはできなかっ

たのは事実だそうであります。 

 当然、町としてはハードルがございますので、その決められたことになっていな

いとその該当にはならないというのは当然でありましょう。そしてそれには１番か

ら４番まで、どんな条例でもなんでもみんなそうでありますけれども、町長が特に

認める世帯については良いですよというのが一番最後にあるのかなと思いますけれ
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ども、そういったことを考えた時に、もう少し内容を把握していただき、状況を見

ていただき、ある程度除雪の援助をしてあげるような方法を取れないかと思うんで

すけれども、町長のご見解をお伺いしたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）色々とお話をたくさん。助成制度の話は別として、これは

ご存知だと思うので、あえてここでは申し上げません。それで、今絵内議員が仰っ

た子どもと同居していて子どもさんが扶養に入っていないとか、家の問題の個々の

ケースの場合等、私どももそれは承知をしておりまして、何とかこの問題について

は考える必要があるという風に私どもは受け止めてます。それで、それはどういう

制度でどういう風にやれば良いかということも含めて、これは基準も難しいので

個々の色々な家庭の状況がありますので、画一的な判断は難しいと思いますけれど

も、何とかこの沼田町に長く住んでいただくためにもその辺の対応はしなければい

けないと私も認識しておりますので、どうするかは別としてちょっと考えさせてい

ただきたいなと思っていますので、どうするかはここでは申し上げられませんけれ

ども、内部でその辺の問題については私どもも把握しておりますのでその辺は検討

して、少しでも負担の軽減になるような、そして他とも比較して、他から問題にな

らないような対応を出来ればなと思っております。 

○議長（杉本邦雄議長）絵内議員。 

○７番（絵内勝己議員）今、町長から前向きな答弁をいただいたので、これからあ

まり質問する必要は無いのかなと思いますけれども、こんな風にその町民の一人が

私に言ったのは、たまたま今４月から入院するベットがなくなりました関係上、深

川の方に入院されている訳なんですけれども、病院でやはり色々とそんな問題って

いうのをよく聞くらしいんですよね。 

 それで、近隣市町村って言いましょうか、あんまり市町村名を言ったら悪いのか

な。どこかの隣の市では、あなたと同じような状況でも該当しておりますよという

風に聞いたものですから、あえて僕に質問してくれということで今日質問させてい

ただいておるのは事実であります。それで、その人いわく、そんなにまでレベルが

高いんだったら子どもと別々になって、子どもは別の市の方に移転させてでもいい

から、沼田から離れたいというようなそんな言い方であります。ただ、除雪費が１

年間で何十万円もあたるんでもないのに、やはり高齢者の皆さん方にしてみれば、

要するに今、年金だけで生活していっている人も実際に居る訳ですけれども、１ヶ

月７万円ちょっとですけれども、それが１人でしたらやはり除雪費についても見出

すのが大変な状況なのは事実であります。 

 そんなことを考えた時に、是非そういう風なことに対しての、沼田から町外に移

転してまでこれをもらわなければいけない程の金額ではないんですけれども、ただ、
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そういう問題があるから沼田町から外れて、他の市町村の方に行きたいというよう

な、そんなことだけは絶対に僕はしてはならないと思いますし、させるべきでない

とそんな風に自覚しております。どうかひとつ、今町長の方から前向きな答弁があ

りましたのであれですけれども、是非沼田に住んでよかった。そんな沼田町が更に

拡大していき、本当にいい沼田だねってそんな風になるように更なる努力をしてい

っていただければなと思ってございます。 

 それと併せて、これはちょっと質問事項から離れてしまうのかなと思いますけれ

ども、極端な言い方をすると沼田に住宅を建てない人の話を聞いた時に、逆にそれ

はお金掛かるからそれはお前別だぞと言われればそれまでかもしれませんけれども、

例えば沼田の市街地の皆さん方の住宅の前の除雪をみんな町でやるよって言ったら、

沼田に家を建てる人はだいぶ増えるんでないかと思うんですよね。逆に。それはち

ょっと質問からずれるかもしれませんけれども、そんな風にして除雪っていうのが

一番やはり町民の皆さん方の沼田の問題点であります。だからそんなことを含めて

是非こういった高齢者の皆さん方には更なる温かい沼田に思ってもらえるような政

策に更に取り組んでいただきたいと思いますけれども、町長その辺について先程答

弁いただいたんですけれども、何かありましたらお伺いいたしたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）私も絵内議員と同感でございますし、ただそれだけのこと

をやるとなると財源をどうするかっていう問題があって、決められた財源の中でど

こかを減らさない限りは、減っていく中でそれは確保するのは現状としては厳しい

状況になるのはご存知かと思います。そういう中でも何とか工夫して、今他の町の

状況も我々は調べておりますので、それらも参考にしながらその今言った安心して

沼田で過ごせるような冬の雪対策については何らかの検討して、また皆さんに提示

して協議していきたいと思っております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、以上で絵内議員の除雪費の助成について終わります。

次に、１０番渡邊議員。沼田町農村型コンパクトエコタウン構想について質問して

ください。 

○１０番（渡邊敏昭議員）議長。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、渡邊議員。 

○１０番（渡邊敏昭議員）再度の登場ということで宜しくお願いしたいと思います。

町長に質問させていただきたいと思います。 

 私からは沼田町の農村型コンパクトエコタウン構想について町長にお伺いしたい

と思います。それで、この構想そのものが町長が今強力に進めている計画の進行中

だということになる訳で、これに対してどうなんだという言い方になるので、なか

なか町長も答えづらいのかなというようなこともあったりもするのかなと思います



 

34 

けれども、宜しくお願いしたいなと思います。 

 まずはこのコンパクト構想のこと、ことにって言ったらおかしいですけれども、

構想そのものについてお伺いしたいと思いますけれども、４月にこれは名前を出し

ていいと思いますけれども、（株）Ｓｔｕｄｉｏ-Ｌとの間で検討業務委託というこ

とで、５００万円弱ですけれども、契約を交わしまして順次この内容が進められて

いるんじゃないかなと思っております。これから塾と言われて４回やられたのはこ

れのことにあたるんでないかなという風に私は考えているんですけれども、その後、

７月にも１，２００万円の契約を（株）Ｓｔｕｄｉｏ-Ｌと交わしてございます。そ

れで４月の契約は今年の４月の１４日から９月の３０日ですね。まだ期間があるわ

けですけれども、５ヶ月１５日間の工期ということで契約が交わされており、また

その７月の契約に関しては、工期が７月９日から来年の１月９日までということで、

６ヶ月間みているようでございます。共に構想検討業務委託ということで、工事の

中身はそんな風になっているんでないかなという風には思うんですけれども、この

７月の業務委託に至る過程で４月に委託した契約工期内、まあ同じものだとは言い

ませんけれども、その中にその４月の委託契約の時にその成果に基づいて７月の契

約がされたのか、何か関連があるのか、４月の業務委託の関連性と報告が例えば議

会等にもいつされるのか、そこらのところもお伺いしたいなと考えてございます。

ちょっと回りくどい言い方なので難しいと思いますけれども、宜しくお願いしたい

と思います。私の方で質問項目を６つ程出させてもらってますけど、５つ目まで矢

継ぎ早にさせていただきたいと思います。 

 ２つ目は、この構想の元々は私の考えですけれども、元々は厚生病院の入院ベッ

トの無床化が始まりで、町民の不安を取り除くために、プラス過疎化だとか高齢化

社会に適応した小規模多機能施設の融合を行い、確か沼田町コンパクトタウン構想

という名称だったんでないかと思うんですけれども、これからが始まりで町民への

説明をしたことがあったんでないかなという風に思うんですけれども、いつの間に

か構想案に尾ひれって言うのが正しいかどうかは分かりませんけれどもついてしま

っていまして、これに「農村型」とか「コンパクト」「エコタウン」ですか、こうい

うような名称がくっついてきています。これはどこからそういう発想が出てきて、

また今回の構想のどういうことがこの農村型だとかコンパクト、エコタウンという

ものに当てはまるのかそこらを伺いたいなと思います。 

 ３つ目。３つ目は先程契約したと申しました（株）Ｓｔｕｄｉｏ-Ｌとの構想検討

業務を委託する時に、この構想規模と構想予算をいくらと伝えて業務委託を結んだ

のかを伺いたいなと思います。それで、私も４月契約分の恐らくこの部分にあたる

んだと思うんですけれども、これから塾。１回目、２回目ですね。４月、５月は残

念ながら農作業が忙しくて参加できなかったんですけれども、６月に行われました
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シェア金沢、それから７月の２２日に行われました、地域包括ケア、この２講には

一応参加させていただきました。まあでも両者とも内容レベルが非常に高いという

か沼田の状況からすると違いすぎるというか、僕はこれは参考にならないんじゃな

いかなという印象を僕は受けました。それで、こんな事例もあるんだよっていう程

度ならこれは良いかなと思うんですけれども、これが構想検討の題材に、そして（株）

Ｓｔｕｄｉｏ-Ｌがこれから出してくる構想検討の題材に、中心になるものだとする

と僕はちょっと疑問があるなと、そんな風に受け取りました。この点を町長はどの

ように考えているか伺いたいなと思います。 

 ４つ目。この沼田町農村型コンパクトタウン構想が具体化された時の予算的資金

ですね。また、これらの出来上がったものを維持するためには膨大な費用が掛かる

んでないかなという風に私は思います。構想そのものはアベノミクスの地域活性化

モデルケースに選定されたようなので、予算付けの可能性は出てきているんでない

かなと、かなりあるんでないかなという風に私も思いますけれども、これからその

人口減少だとか、高齢化何かの進む中で、それを解消するための構想でないかなと

いう風に思うのに、この膨大な維持費を考えた時に、金平町長が当初から言ってい

らっしゃいます、持続可能なまちづくりと考える場合にはこれは疑問が残るんじゃ

ないかなと、そんな風に考えています。 

 先程来から鵜野さんとかの話にも、農業者の所得減少は町にとって減収になるん

だという風に町長も捉えてますし、やっぱりコストを掛けない町政っていうんです

かね。これがこれからはどうしても必要になるんでないかな。そうやって考えた時

には、この沼田町ん農村型コンパクトエコタウン構想というのはそれに当てはまら

ないんではないかなと私は思います。そこらについて伺いたいなと思います。 

 ５つ目。これはこの構想を目指して、仮に具体的にスタートできたとしても、こ

の完成にはかなりの年数が、まあ５年ではきっと無理だろうなと。ある程度出来上

がるまでには７年とか１０年とかそういう年数が掛かるんでないかなという風に考

えられます。本来のテーマである厚生クリニックの改築だとか、昨今重視されてい

ます町長の話にもありましたけれども、町内で生鮮３品を扱う商店が無くなるとか

いう問題は、これは１、２年の内に何とかしなくちゃいけない問題なんでないかな

という風に思うんですよね。それを考えると、このコンパクトエコタウン構想をず

っと引きづってて、これが後手に回ったり、後手に回るという言い方はおかしいで

すけれども、どうもなおざりにされるのはどうなのかなって、そんな風に思います。 

 この５点をばばっとお伺いしたいと思います。まあ時間は十分にあるようなので、

宜しくお願いしたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）色んなご心配をされているということも理解はできます。
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ただあの私どもの町が何とかして持続的にこれをするためには、これだけの病院な

り介護施設をきちっと整備することが今後の安定した沼田町民が生活していく上で

は、私は必要だと思っています。これをなくして、農業の問題もそうですけれども、

きちんとした将来の不安を取り除くようなことはやっぱり必要かなと思っておりま

して、議員からすれば大きく構えすぎているんでないかという批判でございますけ

れども、私はそれなりの考え方としてはきちんと持って、将来的なビジョンは持っ

ていかないといけないんでないかというのが基本的な考え方です。 

 順番は別になりますけれども、この病院の問題と商店の問題は私も緊急課題と思

っておりますので、何とかこれも早く解決できればなと思っています。これは５番

目の答えは私も必要だという風に思っております。 

 それで、まず最初のから行きますと、当初予算の中では企画費の委託料の中に沼

田町農村型コンパクトエコタウン整備構想策定委託料として予算計上しました。そ

れで、４月の委託料につきましては、昨年度に実施した事業、構想を受けた形で４

月からこれから塾という形で色々な講師の方を招いたり、準備なりその勉強会を開

きました。これは前年度参加した人の中から色々な分野の勉強もしたいという要望

があったので実施させていただきました。ただ、今回の７月の委託に関しては、国

の内閣府の補助事業が決定して、７月からの事業執行でなければ出来ないという状

況でございましたので、この４月からは単独で事業を、その契約を結んでおります。

それで、７月からに関しては、今回の内閣府の補助事業の対象の内示があって事業

の開始が７月からということでございましたので、こういう形で２つに分けて業務

を発注しているところでございます。ですから、前段につきましては４月以降発注

したものにつきましては、９月にまとめていただいてまた説明させていただきます

し、それ以降についても業務完了時点でまた皆さんに報告させていただきたいと思

います。これはまだきちんと報告していないので、まだその辺を分かっていないと

思いますけれども、そういう予定でおりますのでご理解いただければと思います。 

 それで、このネーミングでございますけれども、最初は本当に医療、介護、福祉

の整備に関するという形で確か説明したと思います。それで、去年の９月にこのネ

ーミングは皆さんに提示をしていると思います。この経過につきましては、内外に

アピールする必要があると。この事業に関して。それで、当時国交省も含めて、例

えば国交省の住宅とか道路整備とか色々なことにしても、国交省にある社会資本整

備総合交付金というのがございます。それで、この交付金については、魅力と活力

あるまちづくり、住まい作りを支援するということで、その中にコンパクトなまち

づくり、高齢者が暮らしやすいまちづくり、地域特性を活かした活力のまちづくり、

空家再生のまちづくりという項目がございます。まあそういったことを考えると、

多分皆さんも新聞紙でコンパクトシティとかコンパクトなまちづくりとかっていう
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のは耳にすると思います。ですから、いかにその国の補助制度にのっかるようなネ

ーミングを打ち出さないと向こうもくっついてこないという形で、コンパクトなと

いう形で使わさせていただきました。それで、このコンパクトにつきましては、私

どもの第５次総合計画の中でも、土地利用の方向の中で、自然環境と生活環境が調

和したコンパクトなまちづくりという形で総合計画にのっけていますし、昨年９月

２０日に町のまちづくり特別委員会の報告もご存知かとおもいますけれども、今後

のまちづくりにおいては住民生活の利便性を重視し、施設集中型のコンパクトタウ

ンが想定され、古い建物の流用等はかえってまちづくりの足かせになりかねないと

いうことで、調査特別委員会の報告の中にも皆さんは報告しております。ですから、

そんなことを含めるとやっぱりコンパクトな町、コンパクトタウンというのはこれ

からのひとつのキーワードでないかというのは私の判断でございます。 

 それでなぜ農村型と付けたかと言いますと、国交省が唱えているコンパクトシテ

ィとかっていうのは人口規模が大きな町を想定しています。色々な資料を見ると、

やっぱりその想定しておりまして、今後人口減少が続く３，０００、５，０００の

町のような沼田町のような農村地帯を想定しておりません。そこでさっき言ったネ

ーミングも大切なので、沼田クラスの農村地区にも目を向けてもらう為に、農村型

って頭に付けさせていただきました。あと、エコタウンにつきましても、今後のラ

ンニングコストも含めて、エネルギーなり、コストの掛からないまちづくりが必要

だという形で、今業務発注しましたけれども、再生エネルギーが注目されている中

で、何とかこれを、エコの町を、それでこの３つのコンセプトを提示することによ

って、今回あの内閣府の地域活性化モデルのひとつの選ばれた、そのキーワードが

そこに入っているっていうことでは、私どもが今回選ばれた一つの理由かなと思っ

ておりますので、その辺もご理解いただければなと思っておりますので、その辺も

ご理解いただければなと思っております。 

 そういう形で今取り組んでいまして、これを策定するにあたって構想等の規模と

か大きな予算額は委託業者には伝えておりません。 

 それから、資金調達と膨大な維持費。資金調達に関しては、今議員も仰ったよう

に今内閣府の方で、この間コンサルティングがあって、来月以降もヒアリングがご

ざいまして、国も新しい、今石破さんが地域創生担当大臣になっております。まあ

地域の再生とか地域の活性化について、この秋の臨時国会で地域再生法改正案が今

出されます。そういう中で、国も新しい制度を設けるなり、新しい税制とかを設け

る中で、このモデル事業に何か支援をするような意向で伺っております。その辺も

私どもは期待しておりまして、その資金調達も含めて我々は国にその一括交付金等

を私どもにとっても財政負担が少ないような中での要望もしていきたいと思ってい

るし、国もそういう方向で動きつつあるということで、私も今週内閣府の方に出向
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いて、その辺の話も伺ってきたいなと思って、その辺もまた議員さんなりに報告し

たいという風に思っております。それで、この中で中心はやっぱり厚生クリニック

の改築とお店の問題とか、介護施設の問題でございますので、それを全体構想の中

を明らかにした中で、その国の補助制度の仕組みなりタイミングがございますので、

その中で総合的に判断して、なるべく早めに出来るような努力をしていきたいとい

う風に思っております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、渡邊議員。 

○１０番（渡邊敏昭議員）ありがとうございます。だいぶ疑問が解けたというか、

恐らくここにいらっしゃる議員さん何かでも色々思っていたことがいっぱいあるん

じゃないかなという風に思います。 

 まずやっぱり、この予算の４月、７月の付け方については、内閣府の事業の関係

でこういう風になったんだということで、それも納得できましたし、またこの農村

型コンパクトエコタウン構想ですね。それらの名称についてもそれなりに理解はし

たつもりでございます。このことについては、私らの地区で町政に色々な意見を言

っていただける方がいらっしゃって、そのコンパクトタウン構想っていうのはやっ

ぱり、小さなまちづくりっていうもう一つの見方として、町の中心部にものを集め

てくるっていうんですかね。そういうまちづくりをコンパクトタウン構想っていう

のか、基本的にはそっちの方がコンパクトタウン構想の本当の意味合いでないかな

という風に思います。それで、その人いわく、農村型っていうんだから農家を街に

集めるのかと、それで、そんな話は聞いていないと。それから、エコタウンってい

うけれども、今石油でも何でも値段は高いぞなと。電気代だってこんなに高いんだ

からエコタウンということになれば水車だの風車だの沼田町でも一生懸命作ろうと

するんかという、そんな話も聞いていないよと。そんなんで、そもそもこういう名

称そのものがね、やっぱりこういう構想があるんだよって伝えた時に、第１印象と

してどういう風に町民が受け止めるかっていうことは、これは極めて大事じゃない

かなという風に考えています。ただ、その制度上のことでこんな風な形、名称を付

けたんだということで、説明していただきますので、私もそんなことでその人には

伝えたいなと思います。 

 ３つ目に答えていただきましたｓｔｕｄｉｏ―Ｌとの構想契約の中身で、どの程

度の規模で伝えているんだということですけれども、規模そのものは伝えていない

んだという風に町長からは答えていただきました。だろうなと。私はそんな風に取

らせていただきました。だろうな。だから、これから塾はああいう膨大な関係の構

想の中での、色んな意見の述べあいだとか、こういう発想があるんだということの

説明、集会っていうんですか、そういうワーキングのやり方だったんでないかなと

いう風に思います。しかし、僕はやっぱりある程度このぐらいものでやろうと思っ
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ているぐらいは伝えておくべきだったんでないかなと、あまりにもかけ離れている。

いい例が例えばシェア金沢の例なんかを見ると、金沢何万石とかって良く言います

けれども、旭川市よりもまだ大きなような町なんですよね、金沢って。金沢の町が

わずかその何ｈａか、３ｈａか４ｈａだからちょうど今の沼田の中学校跡地のグラ

ウンド周辺の面積に匹敵するぐらいのところでこんなことをやっているんだという

ようなことの、説明ったらおかしいですけれども、お話を聞かせていただいた訳で

すけれども、金沢と言えば大きな大学がすぐそばにありますし、町自身も沼田の規

模からすると１００倍以上の大きなところです。まあそんなところがやっている構

想と、沼田町がこれからやろうとしている構想が果たしてリンクするのかって。僕

は全然違うものでないかなっていう風に思いました。これは逆に町民に対して変な

期待を持たせたんでないかなってそんなようなことも考えたりもしているところで

す。 

 それで４つ目の予算付けのことについては、確かに今、国会でも非常に騒いでい

ます。石破さんの地域創生ですか。期待しているところもたくさんあるんじゃない

かなって。そうは思いますけれども、やっぱりその問題は出来てから、これをどう

するんだって。この維持費をどうするんだというところにあるんじゃないかという

風に思いますね。これは、結果論ですからまだ何とも言えませんけれども、先日、

我が町にも待望の農産加工場が出来ました。しかしあの、この冬あの施設はどんな

風な乗り越え方をするのかなって、私は非常に期待を持ってこれから見ようという

風に思っています。確かに議会もあんなような施設が欲しいよって、ああいう風な

施設に作ることが大事だよっていう風な事で進めて作っていただきましたし、ちょ

うどうまい具合にタイミング良く資金も出ましたので、大きな施設、立派な施設を

作っていただきました。しかし、うーん冬どうするんかなぁってちょっと想像を絶

するようなことになるんでないかなっていうことで思ってございます。 

 まああの、５つ目につきましては町長も仰っていたように、やっぱり厚生クリニ

ックの問題だとか、まあ言ってしまいますけれども、ＪＡの店舗の問題だとかそう

いうところを何とかしなくちゃいけないんでないかなという風にこれは早急に何と

かしなければいけないんじゃないかなという風に思います。思う反面、やっぱりそ

のまちづくりの構想そのもの、どこに拠点を置くか。どこに中心を置くかによって、

特に病院だとか生鮮３品を扱うところがここしかないんだということになると、そ

れがどこに作られるのかっていうところによって、買い物をしたりするときの人間

の動き方、そういうものそういうものそのものが変わってしまう訳ですね。要する

に商工店舗そのものがこれから生き残っていけるかどうかっていうところまで、こ

れは関わっている問題でないかと私は思います。 

 町長は、先程本当に持続できるまちづくりの為には、こういう構想でやることが
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大事なんだ。必要なんだという風に力強く仰ってましたけれども、これが本当にこ

の３０００そこそこの沼田町に当てはまるものなのか。やっぱり十分にこれは考え

ながら進める必要があるんでないかなという風に私は思います。 

 ６つ目です。これは先程質問しませんでしたけれども、この構想の具体化に向け

て、先程町長も仰っていましたけれども、これから塾。それから７月の入札に関係

するだろうと思われる、つながる塾を開催する予定だということで、まあ実際に行

われている訳ですけれども、私は単に、特に議員として呼ばれた訳でもないですし、

何でもないんですけれども、これから塾の３回目、４回目参加させていただきまし

た。その中の事をちょっと振り返ってみると、町民の目線っていいますかね。町民

がこのことに対して本当に参画しているようには思えなかった。相対的にはこの構

想は、何となく町民不在の構想のように私は受け取ってしまいました。 

 やっぱり他人から押し付けられた構想っていうのはね、どうしても望むところで

ないって言ったら変ですかね。町長はちょっと飛躍しすぎてるんでないかなって、

そんなように私は思います。まあ、今までその５つまでのことについて、私は反論

的な意見を述べさせていただきましたし、６つ目町長はこの町民不在の構想づくり、

これをどう考えているのか聞かせていただきたいと思います。お願いします。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）私どもは押し付けられてやっている訳で無くて、基本的な

考え方は、去年春に説明した介護、医療、福祉の一体的な整備を、あれを基本にし

ている考え方です。あれから基本的に大きくはなっていません。あれを実現したい

という考え方です。 

 それで、どうやってその基本的な考え方をどういう形で今皆さんに提示するか準

備をしておりますので、それで、また論議をしていただきたいという風に思ってい

ます。それが見えない段階の中で、ここでどうのこうのとは言えませんけれども、

そういう形でまた皆さんと論議する中で、具体的な今後の在り方については十分に

論議できる時間もありますので、したいと思っておりますので、それでご理解いた

だければと思っています。 

 ですから、基本的に色々な参考事例も皆さんに提示しております。ただこれを全

部沼田町で出来る訳ではございませんから、その中で基本的な考え方を少しでも沼

田で実現できて、少しでもそれが、構想がよりプラスになるような考え方になれば

ということでございますので、全部沼田町に当てはめるようなことは考えておりま

せん。それなりに沼田町で出来る事と出来るサイズのダウンもやっぱりしなければ

いけませんし、それは十分我々も考えています。それは沼田の規模もありますし、

これからの人口規模もありますし、想定される利用者なり、色々な事を我々は内部

でも検討しておりますので、それらを基にまた皆さんに具体的な中身についてを提
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示できるように今準備を進めておりますので、今しばらくお待ちいただければと思

います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、渡邊議員。 

○１０番（渡邊敏昭議員）構想そのものについては、町長そのものも色々これから

もっと中身も煮詰めていきたいと、沼田町に合うタウン構想にしたいんだというこ

とですので、まだ進行中ですので、もう少し行き先というのか方向を見させていた

だきたいなという風に思います。 

 ただ、先程も申し上げましたけれども、町長は早くから、住民との対話から今や

るべき政策をやるんだという、これがその僕は金平カラーであって、金平町政だっ

たんでないかなと思います。それからそれが何かちょっとこう、夢物語の方に走っ

ていっているんでないかなと、そんな風に受け止められるところが多々あります。

やっぱり沼田町は「そんなことを言ってたら夢も希望もないじゃないか」なんて言

うかもしれませんけれども、人口減少問題だとか、病院の問題だとかそういうこと

をどうしても一番先に考えなくちゃいけない。まちづくりの為にはそれがどうして

も必要なんでないかなって、私はそういう風に思います。 

 また、その私も監査役をさせてもらっていますけれども、それらのことの中身を

見ると、やっぱり非常に運営の楽な素晴らしい町ですけれども、とはいえ「財政的

には無駄遣いは出来ないんだよ」「余分な経費は見直さなければいけないんだよ」

「民間手法を取り入れて赤字削減に突っ込まなければいけないんだよ」っていうの

は町長自ら、いつも言っている事でないかなと。それをこのコンパクトタウン構想

にも取り入れながら進めていかなければいけないんでないかなと思います。 

 最後になりますけれども、このまちづくりの為に確か住民参加の意識の住民アン

ケートを何年か前に取っていると思います。その中ではやっぱり沼田町がこれから

どうあったらいいのか。何が一番心配ですか。何が不安ですかって言った時に、買

い物が不便なんだと、医療や福祉に不安があるんだという、あのことが全てだった

んじゃないかなと思います。そういうことを考えると、やっぱり今生鮮３品の店が

無くなるんだよ。厚生病院の厚生クリニックもあのでかい建物をこれからまだ何年、

毎年２億円ものまだもの赤字を抱えながら何年維持していくのと。私はむしろ場所

的にどうのこうのっていうんじゃないですけれども、もっと今の厚生病院の近くに

でも、こじんまりとした診療所をポッと建てて、若い女の人がたでもいつでも診療

できるような、そういう建物を、やっぱり今の状態では、今の女の子ではかわいそ

うです。あそこで診療してくれっていうのは。 

 それは余談ですけれども、そのような事で町長には本当の意味でと言ったら、ち

ょっと語弊があるかもしれませんけれども、町民と色んな会話を、もっと直接的に

してほしいな。その上で農村型コンパクトエコタウン構想を進めていただきたいな
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と、そんな風に思います。これは僕のお願いということで聞いていただければあり

がたいなと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、意見として取り扱います。以上で、渡辺議員の沼田

町農村型コンパクトエコタウン構想について、質問を終わります。 

 次に８番、中村議員。教育改革について質問してください。 

○８番（中村保夫議員）８番中村であります。また、登場いたしました。金平町長

には、今渡邊君の非常にこうエネルギッシュな質問、それでこの後に今度は油っこ

い質問が控えているらしいですので、しばらくお休みで頭を鎮静化させていただき

たいと思います。その間に私は教育長並びに教育委員長の方にちょっと質問をさせ

ていただきたいと思いますので、町長にもインターバルが必要だろうと思います。

あんまり走りすぎちゃうと後で息切れしますからね。お互いに年ですから。 

 私からは教育改革について質問をさせていただきたいと思います。まああの教育

長の教育行政報告の中にも、一貫連携教育ということで、小中一貫教育へのアプロ

ーチが本当に、私に言わせれば徐々ではありますけれども、進展しているという風

に思いますし、期待をしているところであります。私どもはついつい成果を見たい

という思いがありまして、担当の者に、先の全国学力試験はどうだった。沼田は他

の町に負けていないか。みたいなことをついつい気になってしまうところでありま

して、それはきっと保護者でも同じなんだろうという風に思っております。 

 文科省の方針、あるいは道の方針。色々ありましょうけれども、沼田町は１町１

校なものですから、恐らく教育長、教育委員長の手元には沼田の成績がどうであっ

たかというのはある訳でありまして、それを先般教育委員会も開かれたようであり

ますので、この結果が許せる範囲で教えていただければ、道平均より上だったか下

だったか、全国平均の上だったか下だったかというところでこの場は結構かと思い

ますし、もし発表出来るのであれば発表していただきたいと思いますし、出来れば

赤裸々に沼田町の成績はこうだった。こうだったから、こういったところに力を注

がなきゃならんっていうような意味合いもあって、僕は敢えて発表しちゃった方が

いいんじゃないかと思うんですけれども、発表するのかどうかその点についてもお

聞きを致したいと思います。 

 それを前提に致しまして、前提と言いますかそれを１つのステップと致しまして、

小中一貫校ということで連携教育ということで、まあ小学校の高学年と中学校の１、

２年ぐらいとのスクランブル教育みたいなことを、イメージされているんだろうけ

れども、私はもう一歩進んで安倍総理も教育改革を今回やるんだというようなこと

で、文科省を据え置きにしながらそれをやりなさいと言ったようでありますけれど

も、そのものを先取りして、６－３制ではなくて、だからといって９年制でもない

んですが、それが４－３－２制がいいのか、５－２－２制がいいのか。そういった
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ことを考えて、他の町とは違うんだ。この町の教育は違うんだ。この町は１町１校

であるからこういうことも出来るんだ。こういう教育形態があってこういう成果を

出しているんだ。「あぁ沼田の教育ってうらやましいわ」「私の子どもをこの町で育

てたいわ」そういったことによって初めて生産世代のお母さん達が沼田町にも目を

向けてくれる、移り住んでくれる一助になるんでないかなと思っているところであ

ります。 

 世の中は成績至上主義ではありませんけれども、それでもですね、やはりこの町

の子が上級の大学に行って、北大を目指す、東大を目指すっていうような子ども達

に是非育ってほしい。それに引きずられてまた他の子達も頑張れるっていうような

教育環境を是非作っていただきたいと思うものですから、これにつきましては教育

長に解説をいただきますけれども、６・３制の見直しという点で言えば、今の段階

で教育長と教育委員長が一致した意見でなくてもいいと思います。それで、この教

育改革について、教育委員長としての見解、日暮さん個人の見解ということでも結

構かと思いますけれども、そういった形でご教示願えればなという風に思っており

ます。宜しくお願い致します。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、先に教育長。 

○教育長（生沼篤司教育長）まず、１つ目の質問でありますけれども、この全国学

力学習状況調査の結果、そしてそれは発表するのかどうなのかという、そこからお

答えしたいと思いますけれども、ご承知のとおり、この学力学習状況調査の結果公

表というのは今年のテストから各、それぞれの学校の結果を発表することが可能に

なったということでございまして、それだけに今全国で、この発表の在り方、どう

するべきなのかということが色々議論されているところでございます。最近の新聞

でも、空知管内、あるいは全道、この発表の考え方がどうだこうだというのが出て

おったのもご覧になられたかと思います。 

 私ども沼田町の教育委員会と致しましても、教育政策や学習状況の改善、今後改

善に向けて、今後はやっぱり保護者や学校、また地域、行政。これらが一体となっ

て取り組んでいく必要があるだろうと、まあそんな思いを持っておりまして、この

全国学力学習状況調査、この結果についてはしっかりと向き合っていくべきだとい

う風に理解をしているところであります。まあそんな考え方の下で私どもと致しま

してもこの結果については公表していく。そんな考え方でいる訳であります。 

 それでまあ今年の状況について、どうだったのかということでありますけれども、

既に小学校、中学校。学校便りで第一報、これ保護者の方に知らされております。

その表現を用いて今回この場でご報告をさせていただきたいと思いますけれども、

小学校につきましては、算数国語それぞれＡとＢとありまして、全部で４つの科目

があるんですけれども、その４つ全てが今年は全国平均を上回ることが出来ました。
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ただ、中学校につきましては全国平均にあとわずかというところでございまして、

ちょっと小学校から比べると残念な結果に終わっております。 

 小学校も中学校もこの結果の検証をそれぞれやっていただいておりまして、また

併せて今後どういった取り組みを展開していかなければいけないのか、ということ

も併せて校内で色々議論していただいているところであります。議会に対しまして

も、この結果については後日改めてご報告をさせていただく考え方でおりますので、

今日のところはこの辺りの回答でご理解をいただきたいと思っております。 

 それとですね、もう一つの学年の区切りの話をされましたけれども、これについ

ては我々も一貫連携教育というものを進めている中で常々話題にしている話であり

ます。ただあの、現在の６‐３制というのはこれは学校教育法の中で、しっかり謳

われているものでありまして、例えば５年制で５年生が終わった時点で卒業させる

とか、そんなことはたとえ特区であってもこれは今出来ることにはなっていない訳

であります。ただ、今全国各地で進めております一貫教育。この中ではですね、指

導工夫の為の学年の区切りを仰られましたように４－３－２だとか５－２－２だと

か、５－４だとか、まあ色々なやり方はある訳でありますけれども、その年齢に応

じた重点的な指導を行っていく。その為の区割りというのは行われておりまして、

私どももその事をどのような形でこれを今後考えていくべきなのかということは

色々議論しているところであります。 

 ただあの、最初から沼田は例えば４－３－２で行くよとか、そういう決めてかか

って、後でそれに合わすような格好ではなかなか上手く行かない面も出てくるだろ

うということで、今進めている取り組みの中で沼田に適した区割りはどういったも

のが適当なのか。いわゆるどの部分にどういう重点的な指導を行っていく、そうい

う形を作っていくのか。その事をこの後詰めていきたいなと思っております。今の

取組みの中から自然にこう沼田はこんなやり方がいいんじゃないかということが見

えてくるんではないのかなと、そんな風にも考えているところでございます。以上

でございます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、教育委員長。 

○教育委員長（日暮茂男教育委員長）教育長とは答弁が違ってもいいというお話で

ありましたけれども、今教育長がお答えしたように、私も色々考えるところがあり

ました。この校舎が出来る時、小学校の校舎が新しく出来る時に審議会を作ってい

ただいて、その中の答申の中に沼田小学校の新しい教育の中で他の地域からも来て、

そこに住まわれるような素晴らしい校舎を建てて、中身を充実させてほしいという

希望がありました。私もその通りだと思いました。 

 ですがですね、今その校舎が出来まして、その校舎の中に色々な近代的なものを

全て準備いたしました。教育長、または町長さんのですね配慮があって、素晴らし
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い形が出来ました。そして、来年度からですね、認定子ども園という新しい仕組み

が出来ます。それで、その仕組みも併せて考えていかなければならないと、こう思

っております。 

 何よりもまず、子ども達が幸せに学べるというのは、親が一生懸命に子どもを育

てられるという環境があればこそだと思います。それにつられて、教師もそれに応

えるべき努力をしていただけると思います。そのような環境整備が今小中一貫教育

の中で作られております。研修に行って、親の要望を聞きながらという形が出来つ

つあります。その親が一生懸命動いて、家庭教育、学習の方に力を注いでおります。

その事をまず大事にして、親が一生懸命活動できる場を私たちは作っていきたい。

それでその中で区切りですけれども、今小学校の中で色々な問題があっても、中学

校の中で問題があっても先生方が行き来をして、英語教育をまたですね４年生、５

年生ぐらいから始まっております。それがいかに定着していくかによって、学区の

区切りが出来ると思います。また、それを念頭に置いて色々な仕組みの中に付随し

ていくものを整理しておりますし、また、皆さんのお知恵をいただきながら、魅力

ある沼田の教育というのを実際に作っていきたいと思います。  

 来年度、小中一貫教育の公開授業もあります。そういうものも一つの点となって

広がると思っておりますので、どうかそういう面で期待をしていただきたいと思い

ます。 

 答弁として答えられるかどうかは分かりませんが、そう考えております。  

○議長（杉本邦雄議長）はい、中村議員。 

○８番（中村保夫議員）教育長と教育委員長のお話は伺いました。保護者と一緒に

なりながら伸びやかに、たおやかにというような意味合いに聞こえるんですけれど

も、私はね、やっぱり僕らの時にたまさか同級生に優秀なやつがいて、その人に引

きずられて僕も勉強したような気がするんですよね。だから、それを僕が気づいた

のが中学３年の時にやっと気づいたものだから、それまで、中学校２年生まで共成

で伸びやかに暮らしていたんですよ。それで、中学３年生になって「頭のいい奴い

るもんだなぁ」「凄いやつがいるもんだなぁ」と思って、それに触発されてそれから

頑張りだして、やっと沼田高校に入った訳でありますがね。 

 やはりですね、いつ気づくか。伸びやかに、しなやかに生きていくっていうのも

いいんですけれども、やはりあなたの行くべき場所はここだよ。もちろんスポーツ

も大事だし、体を作ることも大事だけれども、あなたの行きたいところはここなん

でしょっていうようなところを区切りとして作ってやるには、僕は６－３制では限

界があるだろうと。恐らく教育委員会の中でも協議しているということであります

から、出来ればこの教育改革を先取りして、特区申請をして、先に入れ物ありきで

もいいと思うんです。お父さんお母さんと協議していったら、そのお父さんやお母
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さん達の子ども達はすぐ卒業するんです。だから、教育長と教育委員長がイニシア

チブを取って、沼田の教育はこうやらなきゃならんと思うよ。だからあんたらの子

どもの時には間に合わないけど、次の子どもの時にはこうやるの。っていう仕掛け

を是非とも考えていただきたいと思います。時間もだいぶ経過しておりますし、高

田君が２０分以上掛かると言っておりまして、最後はお願いということで終わらせ

ていただきますけれども、是非とも成果の見える教育の形を作っていただきたいと

いうことをお願いして私の質問を終わります。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、以上で中村議員の教育改革についてを終わります。 

 次に３番、高田議員。金平町政の４年間の成果は何かについて質問してください。 

○３番（高田勲議員）３番高田であります。いつもですね、一番最初に一般質問す

る人間がちょっと最後まで待ってて、活きの下がった魚のようになっておりますけ

れども、宜しくどうぞお願いします。 

 件名だけ見ますと、町長に喧嘩を売っているような件名なんですけれども、別に

そんなんじゃなくて油っこくも何でもないですので、素直にお伺いしたいと思うの

で、町長も是非素直にお答えいただきたいなと思います。我々もそうなんですけれ

ども、４年に１回選挙の洗礼を受ける人間でありまして、我々の任期は３年半。町

長も来年の春までの任期ということであります。就任以来、精力的に町政を執行さ

れてきたことには心から敬意を表すところであります。また、就任早々、５次総合

計画を策定されました。これはですね。従来、１０年スパンだった計画を８年にし

た。４年の前期計画、後期計画ですね。それでそれぞれ基本計画、計画については

ローリングプランをしていくよというようなことになっているんですが、これはま

あ前の計画と同じなんですけれども、大事なのはここで１０年を８年にしたという

事実なんです。たまたま町長が就任された年に総合計画のスタートの年であったと

いうことで、１０年だったものを４年、４年の８年にされた。これは当時地方自治

に詳しい色々な方が仰ったんですけれども、１０年は間違いだろうと。任期に合わ

せて４年、４年でやった方がいいよという風な色々な。まあ我々がとっている議会

の本とかそういうものにも、色々な本にもそうやって書かれたのは事実であります

が、そうなってくると町長としての４年の区切りがはっきりするんですね。やっぱ

りこの総合計画と照らし合わせますので。ただ、まだ８年の内の前期の４年で、こ

こまで前半でやるよ。後半でやるよって書いていないものですから、総合計画は。

そこまでははっきりはしないと思うんですが、総合計画について、１番と２番のち

ょっと質問をしたいと思いますが、まあ３番は最後の方にお伺いしますので答えら

れる範ちゅうで答えていただければいいのかなと思いますが。 

 この総合計画はですね、構想があって基本目標があります。目標は５つから成り

立っています。実質的には１から４までの４つなんですけれども。この中のですね、
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２番目の活気あるまちづくりの追求という部分がございます。これはどんなことが

書いてあるかと言いますと、雇用の創出、新産業の創出、農業の担い手対策、交流

人口の増加、産業の振興とか企業誘致、移住定住、観光、雇用労働。この辺につい

て書かれている訳ですけれども、これってですね、町の魅力を創出する項目だとい

う風に思います。町の存続と未来の反映を図りうる尺度になるのがここなんじゃな

いかな。この町の未来は明るいな。この町は将来的にわたって大丈夫だなと思える

のがここです。その他にも大事なことはいっぱいあるんですよ。安心で暮らしやす

いまちづくりとか、教育環境。それから地球環境に貢献するとか、非常に大事な事

があるんですけれども、特にこの２番の活気あるまちづくりについては力を入れて

進めていかなければ、将来、町が持続できていくかどうかが分からなくなってしま

う。 

 それで、ずっとこう見てると、これはダイジェスト版でこっちに本物の本があっ

てずっと見ているんですけれども、どうもここの部分だけが取組みがちょっと遅れ

たんじゃないかと私は思っています。部分部分ではあるんですよね。商工業の振興

はこんなことをやっていますよ。企業誘致はこんなことをやっていますよ。移住定

住施策はこんなことをやっていますよ。それぞれに少しずつあるんですけれども、

それらが一つ一つの政策だけでは決して結果は出ないんですね。有機的にこうやっ

て結びついて戦略がないと、そこに。実にならないという気がします。 

 そこで、人口問題に入るんですけれども、前の２定の時に渡邊議員もこのことに

ついて質問されていますけれども、６月の北空知新聞でありましたけれども、これ

はたまたま秩父別は偉いねという記事だったんですけれども、転入人口が上回った

よと。これを見ますと秩父別の人は「うちの町やったな」と思うんですけれども、

沼田の人はですね「なんだうちの町の転出入による増減は近郊の町に比べて突出し

て多い」と「転出による減少が多いね」っていう風に当然沼田の町民はこれ、見た

と思うんです。 

 それで、現実に平成の２５年の３月から平成２６年の３月には、約１００人の人

口が減っています。１００人超えしたのは６年振りか７年振りぐらいだと思うんで

すけれども、１００人超えたのは久しぶりですけれども、１００人台で１年間で人

口が減っているようです。それで、この人口減少に拍車がかかっている状態につい

て、町長はどのように捉えられて、どの様に分析されているのか。あと、その前に

その活気あるまちづくりの追求については、自分では十分やったと思って進んでい

るよと捉えられているのか。これを１つ目の質問にしたいと思います。 

 それから、もう一点、２番目の質問ですけれども、同じく総合計画で重点戦略と

名付けられた、沼田２１ジャンプアップ作戦なんですけれども、この中の地域資源

は沼田の宝物プロジェクト。これは①と②に分かれてまして、まあ①も②もそうな
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んですけれども、１の①、地域資源の活用っていうのが書いてあります。これはど

ういうことが書いてあるかというと、地産地消や町内消費を推進し、地域のお金、

資源とが出来る限り町の中で活用され、循環する仕組みづくりを進めます。商売で

もそうなんですけれども、お客さんが１回物を買ってくれると、そのお客さんを囲

い込みっていうんですよね、僕らはね。よそへいってしまわないように、例えばセ

イコーマートのポイントカードもそうですし、イオンのカードもそうですし、あれ

も客の囲い込みの一つなんですけれども、とにかく地域の中でお金が上手に回るよ

うにする。購買人口の流出を防止する話。それから、もう一つが町内資源の魅力向

上ということで、今度は地域外からお金を呼び込む努力をしましょうという風に書

かれています。外貨をどれだけ稼いでくる。まあ農業もそうですし、まあ農業はな

いのかな。商工業は特にそうだと思うんですけれども、そういうことをここで謳わ

れているんですけれども、どうもここの施策も具体的なものがこの３年半伺ってき

たんですけれども、どうも見えてこない。この辺、未実施なので今からやろうと思

っていたのかもしれないですけれども、その２点についてまずお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）人口減少の問題は全国的な傾向であるのは議員もご存じで

あると思うし、我々も何とかこの間に対策をと思って、前にも言いましたけれども、

住宅の整備もここ１０年行っておりませんし、住むところがないとかあるとかって

いう問題もございます。今日も議員の皆さんにもお話しましたけれども、やっぱり

住宅政策が、ここ１０年ぐらい遅れていることは間違いないと思います。そんなこ

とも含めて何とかその人口減少問題を取り組まなければいけない状況でございます

けれども、まあ今議員が仰ったように２５年が１０８人で２２年が１０７人で１８

年が１０２人という減少でございます。それで、今現在、８月現在で３７人という

転出の減少です。まあこれは数字ばっかり言ってもしょうがないですけれども、何

とかこの問題はまあすぐ前期で出来る問題ではありませんので、長期的な住宅とか、

それ以前の問題としては安心して暮らせる町をきちっと提示しない限りは、沼田に

住んでいただけないのかなと思って、先程渡邊議員の時もお話しましたけれども、

やはり私は今住んでいるお年寄りも含めて、住んでいる沼田の町民が安心して暮ら

せる環境を作るのが一番先決だという風に思っております。そういった町を作るこ

とによって、将来、今いる先程来た、傍聴に来た中学生や若い人達が将来ともここ

の町に住んでみたいと思わないと、なかなか沼田を出た後も戻ってこないんでない

かなという風に思っています。そういう意味では、今進めている構想をきちっと提

示して、今は内外に、外に向かって情報を発信しておりませんけれども、今そうい

った構想を含めて、沼田で本当に安心して、将来も最後まで住み続けられるという
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そういった町を私どもがきちんと整備することが私は今一番、現状としては最重要

な問題でないかなと思います。これは農業も含めて色々な事も含めてきちっとした

町を皆さんに提示することが私の仕事だなと思っておりました。そういう形で今回

その中では、医療の問題、厚生病院の問題。ここ２年ぐらいかけて住民の皆さんに

話をさせていただいて、病院の問題を何とかご理解いただきまして、その中で住宅

の問題とか、それから介護施設の問題、福祉施設の問題をこういう風にしていきた

いという提示はさせていただいて、ご理解いただいていると思います。まあそれを

今具体的な計画の中で、今年中に皆さんに提示して、論議をしていきたいというの

が現状でございます。それがまだ途中でございます。 

 それで、４年間、４年間の８年の中でこの基本計画なり、基本構想は８年間だし、

基本計画は４年間、４年間でございます。それで、その中で議員は遅れたんでない

かとか、判断がされているようでございますし、有機的な戦略が無いんでないかと

いう。まあ確かにそれが一つ一つどう結びつくかは別として、１００％ではないけ

れどもいくつかの取組みはさせていただいた。多少は評価しているのかなと思いま

すけれども、今聞くと全く評価していないような言い方ですけれども、そうじゃな

いと思いますけれども。 

 農業問題の後継者問題とか、新規就農の受入れの問題とか、それから企業誘致は

今積極的に進めて、この間からも何社か私どもに来ている企業さんがございます。

それから、一番その中で、今年の春完成した農産加工場につきましても、やはりこ

れは就任した翌年に名古屋の企業さんとの提携を９月に行って、現在そのコーミさ

んとの提携があるから、今新しい工場も出来ましたし、それで販路も拡大されてい

くし、高田議員が言った沼田ジャンプアップ作戦の地域資源の活用に関することで

も、その技術提携によって、トマトケチャップという新しい製品が誕生し、今年か

ら販売、まあ新しい工場の中で作り上げていくという形で、それらに伴って、農家

の方も今年はトマト栽培に取り組む農家の方も増えています。ですから、今年もこ

のままで行くと去年を上回るトマトの生産の栽培量になるんでないかなと思ってい

ますし、それを契機に新たな販路の拡大も今なりつつあります。そういうことにな

れば、循環とはなりませんけれども、多少町の中でのトマト関連商品の商工業者の

中での販路も、利益も出る訳ですから、この工場の建設は本当に、先程渡邊議員も

心配しておられましたけれども、私どもは何とかこれを年間通して稼働して、沼田

町の新しい、次なる商品の開発に向けていきたいなという風に思っております。 

 そういう意味ではその加工場の建設とか、あと人材となれば今年から始めた観光

協会を町から独立させて、新たな組織として今、特産品の販売、観光ＰＲ、移住定

住のＰＲも行っておりますし、会社の中で言えば、例えば正和さんが植物工場を始

めたとか、日生技研さんが業務の拡大を今しております。そんなことに関しても補
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助金を出していますから、まあこれは直接町の仕事ではございませんけれども、そ

ういったいくつかの、それだけでは高田議員は満足されないかもしれませんけれど

も、この短い期間の中ではそんな取り組みは私はやったつもりでございますので、

将来に向けて人口の増はこれから期待できる、増なりその減少が少しでも食い止め

られる時が来るんでないかなという風に私は期待しております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、高田議員。 

○３番（高田勲議員）今、町長からお話があったように、そんなこれをやったから

ドバっと町がすぐ良くなるというものは私もそんなにあるとは思っていないですし

ね。本当に地道にコツコツやることが非常に大事なんだろうな。しかも、継続的に

それは続けて努力しなきゃ絶対ダメになってしまうという風には思っています。 

 ただ、先程も言いましたように、コーミさんの話ですとか、それから加工場の話、

植物工場の話、日生技研さんの話。まあ他力本願な部分もあるんだけれども、そう

いうものを全部こうやって戦略的にしないとなかなか上手に転がっていかないし、

長続きはしない。イベント何かでもそうなんですけれども、やっている人間が楽し

くないと絶対長続きしないんですよね。それで、町長も議員もそうなんですけれど

も。やっている人間が闘志を燃やさないと、なかなかやっているエネルギーってい

うのが続かないものですから、なるべく闘志は持ち続けていただきたいなという風

に思うんですけれども。 

 さてあの、総合計画の中ではですね。沼田町の将来人口の推計があります。これ

はまあ２０１０年を起点にして、２０１４年、それから２０１８年と～～～してい

る訳なんですけれども、２０１４年ですから今年ですね。今年の町の人口推計が３

４９９人。約３５００人になっています。それで、実際どうだったかというと、２

６年３月で３３７２人かな。このぐらいの人間なんですけれども。まあ２６年の終

わりなのかなこれは。この時点で既に１３０人程の乖離がここで発生しているんで

す。それで、町長だけが悪いんじゃないんですよ。我々にも責任は有ります。 

 それで総合計画は、最後に計画の実現を目指してみんなでやろうよと書いてある

んだから、これは町民みんなの責任なんですけれどもね。町長が就任されてから２％

台の人口減少率っていうのが２回あるんですよね。その前は１％台に収まっている

のが、２％という時もありますけれども、多いんですけれども。やっぱりこの辺は

数字を見て深刻に捉えていかなければいけないかなと思っているんです。総合計画

には、２０１８年町の人口推計目標は３４５０人と高いんですけれども、３１５６

人の人口推計なんですけれども、この３年間の減少率で掛けて出していくと、３０

１３人になるんですよ。また、ここで１４０人くらいの乖離が出ちゃう。 

 それで、人口減少の歯止めというのは、今うちの町の本当に真っ先に取り組まな

ければいけない問題だと思っています。しかも、見ていると老齢人口はさほど変わ
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らないで安定して、これからもしかしたら団塊の世代の方が６５歳を超えると、ド

ンとまた増えるのかもしれませんけれども、意外と今のところは安定していると。

それが、生産人口はまともに人口が減った分だけ減っていっているんです。という

ことは税金を納める人が少なくなっている。それだけ町は貧乏になっていくんです。 

 だから、先程も全員協議会で住宅の話がありましたけれども、住宅の話もしかり

なんですが、さっきも言ったように１個だけやっても駄目なんですよ。どこかで戦

略的な、もちろん企業誘致もそうですし、産業の振興もそうですし、それから農業

後継者の育成もそうなんだけれども、総合的にやっていかないと。まあだから総合

計画って言うのかもしれませんけれども、人口何て減る一方なのかなっていう風に

今年の春あたりから非常に思っていまして、もし答えられれば、今の人口減少問題

にこれからどういう風に取り組んで、住宅問題だけでは無くて、住宅問題のお気持

ちはここ最近、話を聞いててすごく分かるんですけれども、住宅問題だけじゃなく

てですね。まあ住宅問題に関しては今色々なことを考えていらっしゃるので、それ

は僕らも理解しているんですけれども、良質な住宅を供給するだけでなくて、他の

ところに関して、何かお考えがあれば、無かったら無いでいいですけれども聞かせ

ていただきたいと思います。２回目の質問です。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）今、私も人口問題、分母が減るっていう問題は本当に沼田

の存続、さっきの鵜野議員の時にもお話しましたけれども、農業後継者の問題とか、

ほんとにあの一つだけではまず不可能ですし、総合的に取り組まなければいけない

と思います。多分、お手元にこないだの沼田の人口減少にストップという冊子は、

各戸に配布していますし、これは渡邊議員から６月に提案があった時に、暮らして

実感住みよい町、沼田町をみんなでＰＲ。この言葉をご存知かと思います。先程、

高田議員もこの総合計画は、議会も含めて皆さんで取り組む計画だということは、

私も認識は同じです。 

 それで、この人口減少にストップということに関して、沼田町の施策、これから

の構想なり、それから今取り組んでいて、他の町より有利なものとかを分かるよう

な資料を作らせて、これは８月のお盆前に全戸に配布させていただきました。この

目的は、８月に帰ってくるであろう、沼田に訪れた地方に住んでいる方も含めて、

これを見ていただいて、何とか沼田町の良さを分かっていただきたいという主旨で

配布させていただいて、これを見ていただければ本当に沼田町が今何を取り組んで

いて、何をしようとしているかっていうのが十分に分かる資料だと思っています。

これも、是非、高田議員は見ていらっしゃらないようなので、後で差し上げますの

で、見ていただいて、ここはもっとこういう風にしてほしいとか、色々な意見を議

会にもいただいて、これは本当は全戸配布して、なおかつ他の近隣町村にも撒こう
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と思ったんですけれども、それはちょっとあれなので、今これをきちっと町民の皆

さんに分かっていただいて、色んな情報をいただく中で、みんなでこの町を作って

いきたいし、人口を増やしていきたいと。それで、我々もやるべきことはやる。そ

れで、皆さんも議会も含めてやることをやる。そうやってみんなでやらないと。例

えば最後の方に、沼田町を愛する皆さんのご協力をお願いしますという形で、ふる

さと納税の話とか、それから応援隊の話とか、それから空き家の情報が欲しいとか、

企業誘致等で家族、親戚等で会社を経営、または幹部の方のいる方の情報が欲しい

という形の情報を欲しいという形の資料の提供をさせていただきました。 

 ですから、これらを含めて私どもとしては、是非あの私ども行政だけでは、本当

に力不足でございますけれども、何とか皆さんと共にこの人口問題はクリアしてい

かなければいけないと思っていますし、これは本当に高田議員が仰るように、色々

な事を総合的にやっていかないとだめだということは私も理解しています。ただ、

今言ったように当面の喫緊の問題としては、住宅の問題はやっぱり先程説明したよ

うに早急にやらなければいけない問題だと思っていますし、ですから先程言ったよ

うに、やっぱり安心して暮らせる町で無ければ沼田町には戻ってこない。増えない

んでないかなっていう私の思いでございます。 

 ですから、医療福祉介護の問題をきちんと皆さんに安心できる沼田町を提示した

いという風に思っております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、高田議員。 

○３番（高田勲議員）３回目の質問になるんですが、医療福祉介護が最優先なのか、

それとも働き口が最優先なのかっていうのは、またコンパクトエコタウンの色々な

話で色々議論する場があると思うので、そこでしっかりやらせていただきたいと思

いますが、人口増加には特効薬は無い。歯止めをかけるにも特効薬なんかは無いん

ですけれども、最後に通告書の３番なんですけれども、まあまだ任期を半年残して

いるとはいえ、大体、今９月定例なので、私も含めて、我々も任期３年目です。選

挙のみそぎを受ける人間って、自分はこの４年間でこれをやりたい。これだけはし

っかりやりたいんだとか、そういう思いで選挙を私は行いましたし、努力はしてい

るつもりなんですけれども、当然人間がやることなので、上手にいったこととか、

上手にいかなかったこととか、それは色々町長、有ると思うんですけれども、ここ

に自己評価ってありますけれども、まあ特に評価しなくてもいいですけれども、感

想を、まだ半年残しているとはいえ、仕事量は大体見えている訳で、是非感想を聞

かせていただきたいというのが１つと、町民の皆さんに４年間の成果として私はこ

れはしっかりとやったつもりです。それはソフトでもハードでも結構だと思うんで

す。それを町長の口から最後聞かせていただきたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 
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○町長（金平嘉則町長）ほぼ終わっているような話ですけれども、まだ半年も十分

に残っていますし、先程提示した沼田町農村型コンパクトエコタウンのきちんとし

た概要を示さない限りはその話は出来ないなと思っておりますので、現時点でそれ

らについて自己評価をするのはまだ早いかなという風に思っております。 

○議長（杉本邦雄議長）以上で高田議員の金平町政４年間の成果は何かということ

で終わりたいと思います。これをもって一般質問を終了いたします。ここで暫時休

憩致します。１０分間休憩致します。 

１６時０４分 休憩 

 

１６時１４分 再開 

（一 般 議 案） 

○議長（杉本邦雄議長）再開致します。日程第８。議案第５３号。沼田町福祉住宅

設置条例を廃止する条例についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。

保健福祉課長。 

○保健福祉課長（菅原秀史課長）議案第５３号。沼田町福祉住宅設置条例を廃止す

る条例について。沼田町福祉住宅設置条例を廃止する条例を提出する。平成２６年

９月１７日提出。町長名でございます。 

 沼田町福祉住宅設置条例を廃止する条例。沼田町福祉住宅設置条例（平成１３年

条例第６号）は、廃止する。附則、この条例は公布の日から施行する。 

 提案理由を説明させていただきます。この条例につきましては、平成１３年３月

に制定したものであり、旧恵比島地区館を改築し、高齢独居の方３戸が入居できる

よう整備したものであります。平成１３年の開設時は３戸全てに入居があったとこ

ろでありますが、平成２３年５月に退去された方以降、全戸が空き家状態でありま

す。本年２月に恵比島、幌比里地区の方々に入居意向も確認させていただき、また、

施設も経年における劣化が進んでいる状況から、当初の目的であります、地域の方々

の在宅生活の助長も一定程度達成されたものと考え、今回提案するものでございま

す。以上提案理由とさせていただきます。宜しくご審議の程お願い致します。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑無しと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第５３号は、原案のとおり決することにご異議
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ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第９。議案第５４号。沼田町重度心身障がい者及びひ

とり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例についてを議題と

致します。提案理由の説明を求めます。保健福祉課長。 

○保健福祉課長（菅原秀史課長）議案第５４号。沼田町重度心身障がい者及びひと

り親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例について。沼田町重

度心身障がい者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する

条例を提出する。平成２６年９月１７日提出。町長名です。 

 沼田町重度心身障がい者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部

を改正する条例。沼田町重度心身障がい者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関

する条例（昭和４８年条例第２２号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第２項第１号中「母子及び寡婦福祉法」を「母子及び父子並びに寡婦福祉

法」に改め、同項第２号を次のように改める。 

 （２）「父」とは、母子及び父子並びに寡婦福祉法第６条第２項に規定する配偶者

のない男子であって、生活保護法による保護を受けていない者のうち、前号ア又は

イのいずれかに該当する者であること。 

 附則、この条例は、平成２６年１０月１日から施行する。 

 提案理由を説明させていただきます。この条例は、重度心身障がい者及びひとり

親家庭への医療費を助成する条例でありますが、この度の改正はひとり親家庭の定

義となっております法令、母子及び寡婦福祉法が母子及び父子並びに寡婦福祉法に

１０月１日より改正施行されることによる改正でございまして、本事業の取扱いに

係る改正では無く、根拠法令改正によります条文の改正でございます。以上、提案

理由とさせていただきます。宜しくご審議の程、お願い致します。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑無しと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第５４号は、原案のとおり決することにご異議
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ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１０。議案第５５号。北海道市町村職員退職手当組

合を組織する団体の増加及び北海道市町村職員退職手当組合規約の変更についてを

議題と致します。提案理由の説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（栗中一弘課長）議案第５５号。北海道市町村職員退職手当組合を

組織する団体の増加及び北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について。地方

自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定により、総務大臣の許

可の日から北海道市町村職員退職手当組合に根室北部廃棄物処理広域連合が加入す

ることから、北海道市町村職員退職手当組合規約を次のとおり変更する。平成２６

年９月１７日提出。沼田町長名でございます。 

 条文の朗読を省略をさせていただき、提案理由を申し上げます。沼田町が加入を

致します当該組合への加入承認に係ります規約の変更でございます。新規に加入を

致します、根室北部廃棄物処理広域連合は別海町、中標津町、標津町、羅臼町で構

成されております。なお、附則に記載のとおり、規約の施行日は総務大臣の許可の

日から施行することとしてございます。ご審議の程、宜しくお願い申し上げます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑無しと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第５５号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１６。議案第５６号。平成２６年度沼田町一般会計

補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（栗中一弘課長）議案第５６号。平成２６年度沼田町一般会計補正
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予算について。平成２６年度沼田町一般会計補正予算を別冊のとおり提出する。平

成２６年９月１７日提出、沼田町長名でございます。 

別冊、平成２６年度沼田町一般会計補正予算第３号１頁をお開きをいただきたい

と思います。平成２６年度沼田町一般会計補正予算第３号。平成２６年度、沼田町

の一般会計の補正予算第３号は次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正。第

１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、２億７，２９１万７千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、４３億４，７１２万２千円と定める。２

項省略をさせていただきます。平成２６年９月１７日提出、沼田町長名でございま

す。 

 １０頁をお開きをください。 

 歳出でございます。１款１項１目議会費１２５千円の追加であります。議場傍聴

席において、発言が聞き取りづらいことからスピーカーを増設し改善を図る修繕を

実施するものでございます。 

 ２款総務費１項総務管理費３目ＯＡ管理費１，７５５万２千円の追加であります。

内容と致しまして、平成２５年５月に法施行され、社会保障番号・税番号制度に関

するシステム改修に関連する費用が７３６万２千円。いわゆるマイナンバー制度は

平成２７年秋には個人に番号が付与され、平成２８年１月から運用される予定であ

り、今回は地方税、住民基本台帳のシステムへの導入、変更に関するものでありま

す。もう一つは、総合行政基幹システム、いわゆるパソコンで行っております行政

処理であります。現在加入しております、町村会の主催する北海道自治体情報シス

テム協議会を退会し、北海道が設立致しました、第３セクターである株式会社ＨＡ

ＲＰとの契約を目指すものであります。基幹システムの変更につきましては、平成

９年度からの行政事務の電算化にあたり、検討して参りましたが、現在国の進める

電子自治体推進方針、情報ネットワークのクラウド化の推進によるコストの削減、

基幹システムの選択肢は多様化をしてまいりました。ベンダーロック、システム事

業者の固定されている現状の環境から脱却をし、選択の自由と競争原理の生まれる

優れたシステムを随時利用できる環境へ移行すべきと考えてございます。この変更

に伴いますデータ移行費。あるいは機器の整備費用となってございます。 

 １２節役務費３４万１千円の増額でありますが、現在も道、国と直通の光回線。

ＬＧＷＡＮ回線で結ばれております。社会保障番号・税番号制度の導入と、行政基

幹システムにおいても当回線を利用することから、情報伝達量が増加するため、回

線利用量を３メガから１０メガへ容量アップする費用となってございます。 

 １３節委託料７７８万１千円の追加であります。社会保障番号・税番号制度に係

る費用６６９万９千円は、住民基本台帳、地方税システム改修の財源として、国費

補助金で賄うこととなっております。補助残６６万３千円につきましては特別交付
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税で措置されることとなっております。ファイヤーウォール構築委託、Ｌ３スイッ

チ設定委託については、回線容量アップに合わせた情報管理の強化に必要な設備で

一般財源での対応となります。 

 １８節備品購入費６７１千円の増額であります。行政基幹システムの変更に伴い、

帳票、納付書等の様式並びに印刷形式が変更となります。これらの機器８台分の購

入費用でございまして、執行残との調整を図り、増額補正を致してございます。 

 １９節負担金補助及び交付金８７５万９千円の増額であります。冒頭申し上げま

した、北海道自治体情報システム協議会から退会し、新たなシステム移行の為の既

存情報の移動に関するものでございます。住民税、固定資産税、介護保険、住民基

本台帳等々、データの切り出しを行う必要がございまして、これらの費用負担とし

て、８０９万６千円をシステム協議会に支払うものでございます。国の進めます自

治体の推進方針に従いまして、クラウド化に対する費用２分の１が特別交付税措置

が適用されます。地方公共団体システム機構への負担金でありますけれども、社会

保障番号・税番号制度に関して、データ保管の中間プラットホームを構築する必要

がございます。特別行政法人であります当該機構の保有する共同利用のサーバーと

システムを利用することとして６６万３千円を負担するものであり、財源は全額国

費補助金であります。 

 ６目財産管理費４２５千円の追加であります。町有財産の売却にあたり、旧中学

校前の教員住宅解体後の一戸分の宅地を南北に分割する分筆等の登記費用を追加し

たものでございます。２９７．５２㎡を分割致しまして、両隣に合筆をする予定で

ございます。 

 ９目企画費、６１万６千円の追加であります。沼田町農村型コンパクトエコタウ

ン構想の計画地に予定をしている旧中学校跡地について、新設を予定している厚生

クリニックを含む施設の配置を検討するにあたり、測量調査の成果品が無く、支障

を来たしてございます。平成２９年度の厚生クリニック移転運用開始を考慮致しま

すと、平成２７年度に基本設計等々を完了しなければならず、降雪前に測量を完了

し、２７年度の設計業務に備える必要が生じたものでございます。 

 内容と致しましては、面積及び５０ｍメッシュでの高低測量となってございます。

補正額につきましては、記載のとおり、執行残の整理等を行いまして、６１６千円

の一般財源の追加で計上致してございます。 

 １１頁をお開きをいただきたいと思います。１０目振興費７２６万２千円の増額

であります。ふるさと増税に係る記念品、並びに送料等の運搬費の増額であります。

ふるさと納税につきましては、６月の補正予算におきまして、寄付件数５００件と

見込んで増額議決をいただきましたが、既に７００件、７００万円を超える状況と

なってございます。今後、年末を迎え、翌年の確定申告に備えた寄付件数も増加す
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るものと期待をし、１万円の寄付を中心に１４００件分を追加し、年度末までに１

９００件、寄附金に致しまして２０００万円を予定するものであります。これに係

ります特産品等の報償費で５９６万円。送料等役務費におきまして、１３０万２千

円を増加するものであります。 

 １７目スコーレセンター費。補正額はございません。ほたる館源氏の館、新館の

方でございますが、空調制御機能が経年劣化により調整不能が度々発生してござい

ます。来客者にご迷惑をお掛けすることになってございまして、至急、修繕、交換

の必要が生じたものであり、備品購入費の入札残により対応する予算の組み替えで

ございます。 

 ３款民生費１項社会福祉費２目高齢者福祉費３４２万４千円の追加であります。

恵比島にあります、社会福祉住宅「明日萌荘」の解体費用でございます。今後の維

持費を考慮すると解体も止む無しと先程説明をさせていただきましたので、ここに

予算計上させていただいてございます。 

 １２頁をお開きをいただきたいと思います。４目障がい者福祉費３５３万２千円

の追加であります。２３節償還金利子及び割引料３２９万４千円でありますが、個

別費用の説明は割愛をさせていただきますけれども、平成２５年度障害者自立支援

給付、障害児施設措置費、障害者医療費の額の確定によって生じる、国・道への負

担金の返還となってございます。 

 ２項児童福祉費２目子育て支援費１６９万８千円の追加であります。１３節委託

料。保育施設に関する支給認定、施設事業者の確認、給付費の支給に関する処理に

ついての電算システム導入費であります。財源は全額国費補助金で対応致します。 

 ４款衛生費１項保健衛生費１目保健総務費２億１，１０６万１千円の追加であり

ます。１９節負担金補助及び交付金、平成２５年度沼田厚生病院決算による損失助

成補助金であります。内訳といたしましては、救急医療損失分で３，７９９万１千

円。病院運営分で１億７，３０６万９千円となってございます。２５年度の当初計

画に対する実績との比較でございますが、収入であります計画収益３億５，２０３

万３千円に対しまして、実績収益が３億１，２７８万２千円で３，９２５万１千円

のマイナス。経費であります計画費用５億４，９０３万３千円に対しまして、実績

費用５億２，３８４万２千円で、２，５１９万１千円のマイナスとなっており、損

益の差額におきまして、計画値マイナス１億９，７００万円でございましたけれど

も、１，４０６万円上回る損失額の増加となってございます。昨年、平成２４年度

の損失額２億３８６万１千円を７２０万円上回る結果となってございます。 

 病院の利用状況、患者数の面から申し上げますと、対前年度、患者数では入院で

年間延べマイナス１，０５３人。日平均で１名の減。外来で年間延べマイナス５３

０人。日平均で３人の減となってございます。 
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 １３頁をお開きをいただきたいと思います。２目健康推進費１３節委託料。１６

８万３千円の増額であります。１歳から５歳未満の乳幼児への水痘ワクチンの接種

並びに高齢者への肺炎球菌ワクチン予防接種が任意接種から定期接種、公費負担に

制度改正されたことによる増額補正でございます。乳幼児５歳未満の水痘ワクチン

の対象者７４名、単価８，４２４円、９割接種の予算となってございます。肺炎球

菌につきましては、対象者が２８２名ございますが、接種済、予算残分を除きまし

て１８０名となっておりまして、単価が６，２３０円。現行、町の単独支援もござ

います。国の支援につきましては、５歳刻みで接種時期を指定してございますけれ

ども、町におきましてはこれまで通り接種時期につきましては本人の選択というこ

とで、補助体制が低下しないような姿勢で扱うこととなってございます。 

 財源と致しましては、水痘につきましてはＡ疾患ということで９０％が普通交付

税。肺炎球菌につきましては、Ｂ疾患ということで３０％が普通交付税で補填をさ

れます。 

 ６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費２９０万６千円の追加でございま

す。農地中間管理機構による担い手への農地集積集約化を図るための農地台帳の電

子化を推進するよう制度化されたものでございまして、農地台帳システムの改修に

１１０万６千円の国費補助金が措置されておりまして、地図情報分につきましては

一般財源の対応となって、１３節委託料に計上致してございます。 

 １４頁をお開きをいただきたいと思います。８款土木費５項住宅費１目住宅管理

費２４９万４千円の追加であります。町が管理を委託されております、道営住宅の

車庫天井が剥がれ落ちる恐れがある為の改修工事を北海道から全額管理委託金を受

け、工事発注するものであります。 

 １０款教育費１項教育総務費１目教員住宅管理費２０９万６千円の追加でありま

す。旧中学校グラウンド横の３戸並びの住宅の内、１戸を解体する費用でございま

す。その後の処置につきましては、前段説明を申し上げましたので割愛をさせてい

ただきます。 

 ５項社会教育費７目生涯学習総合センター費７３万５千円の追加であります。空

調設備の中央監視盤が遠隔操作、タイマー設定、流量測定、各部屋のファンコイル

ユニットでの温度設定がいずれも出来ない状態にあり、点検の結果、中央監視盤の

組み替え修繕が必要となったものでございまして、工事請負に予算措置をしたもの

でございます。 

 １５頁をお開きをいただきたいと思います。１２款諸支出金１項諸費５目ふるさ

とづくり基金費でございます。１，６００万円の増額であります。振興費で申し上

げました年度末までのふるさと寄附について、１件１万円の寄附が中心となってお

り、１，４００件を見込んで積立金１，６００万円を増額するものでございます。 
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 ７頁をお開きいただきたいと思います。歳入でございます。１１款１項１目地方

交付税でありますが３，３１９万９千円の増額でございます。特定財源を充当して

もなお不足する額につきまして、地方交付税を増額を致しまして、収支の均衡を計

ったものでございます。 

 １５款国庫支出金２項国庫補助金１目総務費国庫補助金１節総務管理費補助金。

歳出の総務費、ＯＡ管理費にございました社会保障番号・税番号制度システム整備

に係る財源となる補助金６７２万９千円を計上してございます。 

 ２目民生費国庫補助金１８１万６千円の増額であります。２節児童福祉費補助金

１６９万８千円の増額は子育て支援システム導入に係る財源として、子育て支援対

策臨時特例交付金事業費補助金を計上してございます。 

 ８頁をお開きをください。１６款道支出金２項道補助金４目農林水産業費道補助

金１０１万６千円の追加であります。農業委員会における農地台帳システム改修に

係る財源となる補助金であります。 

 ３項委託金２目土木委託金２４９万４千円の増額であります。道営住宅改修工事

に係る財源となる道営住宅管理委託金であります。 

 １８款１項寄附金２目総務費寄附金２節ふるさとづくり基金寄附金１，６００万

円の増額であります。今後も年度末にかけ増加見込みのふるさと寄附金の１，４０

０件分として計上致してございます。 

 １９款繰入金１項基金繰入金１５目１節地域医療確保安定化基金繰入金２億１，

１０６万１千円の追加であります。平成２５年度沼田厚生病院の運営損失助成の補

填財源として、基金の目的であります本町における医療の確保を図るための地域医

療基金を取り崩すものであります。なお、繰入後の基金残高は１億７，０２３万３

千円となります。クリニック化以降も補填は必要な運営状況が見込まれておりまし

て、一般会計全体の運営収支を見据えながら、積立金の回復を図って参りたいと考

えてございます。 

 以上申し上げまして、提案説明とさせていただきます。ご審議の程、宜しくお願

い申し上げます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。はい、高田議員。 

○３番（高田勲議員）３番高田です。２点あります。歳出なんですが、２款１項１

７目、１１頁のスコーレセンター費。何か壊れたやつをきっと直して工事請負費が

増えて、備品購入費で１１０万円振り替えてあるんですが、これは何を買う予定の

１１０万円だったのか。それとも買い終わったものなのかが１点。 

 それと、２点目は次の頁１２頁ですが、３款１項４目障がい者福祉費。過年度の

精算分で２３節償還金利子及び割引料で３２９万４千円の補正があがっているんで
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すけれども、去年はきっと７８万円とか８０万円ぐらいのやつだったんだけれども、

何かこんなにドンと見込み違いがあったのは理由があるのか。２点お伺いします。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、総務財政課長。 

○総務財政課長（栗中一弘課長）まず、１点目のスコーレセンター費でございます。

財源でございますけれども、厨房で利用しますスチームコンベクションが１台。そ

れから食器洗浄機が１台等々の購入を致しまして、入札残による１１０万円の財源

が出ましたので、これを振り替えて工事費に振り向けたものでございます。 

 障がい者福祉費福祉費については。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、保健福祉課長。 

○保健福祉課長（菅原秀史課長）１２頁の障がい者福祉費の関係でございます。今

程ご指摘のありました総額で３３０万円程の補正増になってございます。内容につ

きましては、６本となっていますが、基本的に事業としては３本でございまして、

国費、道費というようなことになっておりますので事業が２，３本で国費、道費の

各々の返還金の積み上げ額が３３０万円となってございます。 

 まずはじめに、１つ目の事業でございますが、自立支援給付費。一番上にある事

業２つの国費、道費でございますが、これにつきましては、障がい者が福祉施設に

入った場合の俗にいう措置費、あと補装具、補聴器だとか例えば車イスだとか、こ

れらの一年間での出る支出額を見込んだ中での補助申請。秋に申請をした中で、年

度末でどれぐらいかかるだろうかという形での申請額。 

 ２つ目の事業でございますが、障がい児施設措置費。これは障がい児の通所給付。

俗にいう障がいを受けている方、高齢者で言うデイサービス的な施設という風に捉

えていただければ宜しいのかなと思いますが、これに関わります措置費。 

 ３つ目の事業が障がい者医療費ということで、更生医療費ということで、沼田で

あるのは腎臓機能が落ちた方の人工透析。これらの方の医療費助成にあたるもので

ございます。 

 この３本の各々の事業の補助金返還でございます。この３事業とも全て扶助費と

いう扱い。２０節の扶助費でございまして、各々年度中に年間どの程度出るのか見

込みを立てた中で、予算を、もちろん歳出予算と合わせた中で、各々国費２分の１、

道費４分の１という形で補助申請を秋口にした中で、概算で補助金を受領している

ところでございます。 

 今回、この中ではもちろん出て来ませんが、２５年度の決算の不用額とした中で

は、障がい者福祉費の中での扶助費の中で約５６０万円。それと障がい児の施設措

置費、これに関わる部分で不用額として７０万円。これは決算額の方に出て来ます

が、歳出が過大見込であったと言われればその通りでございますが、扶助に関わる

経費でございますので、一定程度予算は柔軟に持った中で、昨年、先程高田議員も
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言われた通り、８０万円程の償還でございましたが、本年正直申し上げまして、過

大見積であったと言われればご指摘のとおりでありますが、そのような経費の返還

金でございます。以上でございます。 

○議長（杉本邦雄議長）他にありませんか。はい、久保議員。 

○４番（久保元宏議員）８頁の基金繰入金なんですが、残が１億７，０００万円と

いうことなんですが、このままではいつショートするのかということと、もう一つ

は先程課長の方が積立金の回復の事を仰ってくれたんですけれども、積立金の回復

の方法はどのような事をお考えなのか。この２点についてお願い致します。 

○議長（杉本邦雄議長）総務財政課長。 

○総務財政課長（栗中一弘課長）この基金の残高のいつショートするのかというこ

とでございますけれども、今回非常に額も大きいということの中で、この基金の取

り崩しを実施してございます。クリニックにいたしましても、当初の予定では多分

８，０００万円程の赤字が出るという見込みでございます。積立の額を計りたいと

いう部分もございますし、一般会計の収支の状況を見ながら、一般財源で手当てを

出来るのか、あるいはまた、基金を取り崩さなければならないのか、その辺は状況

を見据えながら、その時点で対応して参りたいという風に考えておりますのでご理

解を賜りたいという風に存じます。 

○議長（杉本邦雄議長）他にありませんか。はい、渡邊議員。 

○１０番（渡邊敏昭議員）１０頁で２つあります。１つは３目ＯＡ管理費の中の１

９節の負担金。今回、北海道自治体情報システム協議会に払われます８０９万６千

円。これ以外にもまだ、これから北海道自治体情報システム協議会、ここに払うも

のがどれぐらい発生する可能性があるのか分かれば教えていただきたいと思います。 

 ２つ目はその下の９目の企画費の中の沼田町コンパクトタウン構想の測量に２３

６万６千円掛かるんだけれど、基本計画の策定業務の執行残が１７５万円あるので、

それを流用して残り６１万６千円出したいということなんだと思いますけれども、

その１７５万円。執行残ということでしたけれども、これは最初から測量か何かの

つもりでこれが計画に入っていたのか、そこらのことが分かれば教えてほしいんで

すが。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、総務財政課長。 

○総務財政課長（栗中一弘課長）まず、自治体システム協議会の今後の負担金が出

るかというところでございますけれども、現状、相手業者と話をしている分では、

当面、今、情報の切り出しの中ではこれ以上は掛からないといった風な話でござい

ますけれども、ただ、細部に至りまして、これからまだどんどん準備段階が出てま

いります。私どもも無いという風に思っておりますけれども、若干出る可能性もな

きにしもあらずかなというところでございますけれども、ほぼこの中で賄えるとい
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う判断をしてございます。以上でございます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、政策推進室長。 

○政策推進室長（吉田憲司室長）コンパクトエコタウン構想の残の１７５万円の関

係なんですけれども、先程質問の中でもありました４月と７月の委託契約書。あれ

が執行致しまして、今契約をしてございます。その残が１７５万円残って、その部

分を差引して合計しますと、６１万６千円の補正という形になっているということ

でございます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、他にありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）無いようですので質疑を終了いたします。これより討論に

入ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第５６号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１２。議案第５７号。平成２６年度沼田町水道事業

会計補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。建設課長。 

○建設課長（中野栄治課長）議案第５７号。平成２６年度沼田町水道事業会計補正

予算について。平成２６年度沼田町水道事業会計補正予算を別冊のとおり提出する。

平成２６年９月１７日提出。町長名でございます。 

別冊の平成２６年度沼田町水道事業会計補正予算第２号の１頁をご覧ください。 

平成２６年度沼田町水道事業会計補正予算第２号。第１条、平成２６年度沼田町

の水道事業会計の補正予算第２号は次に定めるところによる。２条以降は省略致し

ます。平成２６年９月１７日提出、沼田町長名でございます。 

次に６頁の方をご覧いただきたいと思います。資本的支出の部でございます。資

産購入費でございます。機械器具費６８万９千円の増額でございます。この、機械

器具費につきましては、来年度の４月より実施されます総合行政基幹システムの変

更に伴いまして、水道料金システムで１月より作動確認をする必要があるというこ

とで今回補正を出させていただきました。内容につきましては、水道料金の検針用

のハンディターミナルとその付属品のバッテリーやシステムへの接続機器を購入す

るものでございます。以上説明をさせていただきました。ご審議の程、宜しくお願
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い致します。 

○議長（杉本邦雄議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第５７号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

（人 事 案 件） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１３。同意第２号。教育委員会委員の任命について

を議題と致します。提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（金平嘉則町長）同意第２号。教育委員会委員の任命について。現委員であ

ります青木健治氏の任期満了が平成２６年１０月１７日でありますので、その後任

として下記の者を教育委員会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第４条第１項の規定によって議会の同意を求めるものであります。 

 現委員であります青木健治氏につきましては、２３年６月から委員をなさってお

りまして、教育委員として最も適任者と認め、引き続きお願いしたいということで

ご提案申し上げます。住所、沼田町字恵比島１０４番地の６６。氏名、青木健治。

生年月日、昭和３７年３月１日生まれ、５２歳であります。 

 平成２６年９月１７日提出、沼田町長名でございます。同意していただくよう、

宜しくお願い申し上げます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。本案は人事案件で

ありますので、この際、討論を省略致したいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって本案の討論は省略すること
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に決しました。本案について採決致します。お諮り致します。同意第２号は、原案

のとおり同意することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は同意することに決

しました。ここで暫時休憩致します。 

１６時４９分 休憩 

 

１６時５０分 再開 

（日 程 の 追 加） 

○議長（杉本邦雄議長）再開致します。議事日程の追加についてお諮り致します。

只今、事務局より陳情４件が追加案件として提出されました。この際、これを日程

に追加致したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって日程第１４、陳情第８号。

「給与制度の総合的見直し」に係る意見書提出を求める陳情について。日程第１５、

陳情第９号。軽度外傷性脳損傷に関わる周知及び労災認定基準の改正などを求める

陳情について。日程第１６、陳情第１０号。軽油引取税の課税免除措置の継続を求

める意見書提出に関する陳情について。日程第１７、陳情第１１号。国民健康保険

に対する国庫負担の増額を求める意見書採択を求める陳情について。以上４件、日

程に追加することに決しました。 

 

（陳情・請願の審議） 

○議長（杉本邦雄議長）ここで、陳情の一括議題についてお諮りいたします。この

際、陳情第８号から第１１号までを一括して議題にしたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、陳情第８号から第１１号

は一括して議題とすることに決しました。お諮りいたします。本陳情４件につきま

しては、会議規則第９２条第２項の規定により、委員会付託を省略したいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本陳情４件は委員会付託

を省略することに決しました。直ちに審議に入ります。お諮り致します。陳情第８

号から第１１号は採択すべきものと決してご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、日程第１４、陳情第８号。

「給与制度の総合的見直し」に係る意見書提出を求める陳情について。日程第１５、

陳情第９号。軽度外傷性脳損傷に関わる周知及び労災認定基準の改正などを求める

陳情について。日程第１６、陳情第１０号。軽油引取税の課税免除措置の継続を求

める意見書提出に関する陳情について。日程第１７、陳情第１１号。国民健康保険

に対する国庫負担の増額を求める意見書採択を求める陳情については採択すべきも

のと決しました。 

 

（日程の追加） 

○議長（杉本邦雄議長）議事日程の追加についてお諮り致します。只今、意見案４

件、その他１件が追加案件として提出されました。この際、これを日程に追加致し

たいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、日程第１８、意見案第８

号。「給与制度の総合的見直し」に係る意見書（案）について。日程第１９、意見案

第９号。軽度外傷性脳損傷に関わる周知及び労災認定基準の改正などを要請する意

見書（案）について。日程第２０、意見案第１０号。軽油引取税の課税免除措置の

継続を求める意見書（案）について。日程第２１、意見案第１１号。国民健康保険

に対する国庫負担の増額を求める意見書（案）について。日程第２２、閉会中の所

管事務調査の申し出について。以上５件、日程に追加することに決しました。 

 

（意見案の審議） 

○議長（杉本邦雄議長）ここで意見案の一括議題についてお諮り致します。この際、

意見案第８号から第１１号までを一括して議題に致したいと思います。これにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、意見案第８号から第１１

号は一括して議題とすることに決しました。提出者より説明を求めるところでござ

いますが、この際、説明、質疑、討論を省略致したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって説明、質疑を省略すること

に決しました。それでは、意見案第８号から第１１号までを一括して採決致します。

お諮り致します。意見案第８号から第１１号は原案どおり関係機関に提出すること

に決定してご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、日程第１８、意見案第８

号。「給与制度の総合的見直し」に係る意見書（案）について。日程第１９、意見案

第９号。軽度外傷性脳損傷に関わる周知及び労災認定基準の改正などを要請する意

見書（案）について。日程第２０、意見案第１０号。軽油引取税の課税免除措置の

継続を求める意見書（案）について。日程第２１、意見案第１１号。国民健康保険

に対する国庫負担の増額を求める意見書（案）については、原案どおり関係機関に

提出することに決しました。 

 

（閉会中の所管事務調査の申し出について） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第２２。閉会中の所管事務調査の申し出についてを議題

と致します。お諮り致します。本件は、常任委員会が調査終了までの閉会中の所管事

務調査の申し出であります。この際、説明を省略し、許可することにご異議ありませ

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって本件は許可することに決し

ました。 

 

（閉 会 宣 言） 

○議長（杉本邦雄議長）以上で、本定例会に付議された案件は全て終了致しました。

これにて平成２６年第３回沼田町議会定例会を閉会致します。ご苦労様でした。 

 

１６時５６分 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


